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「少サ騨 晦
，

転鱒 よい爆鱗癖畿裁勢軸
第二副管長

卜一 マ ス ・S・モ ン ソ ン

約
2千 年前に人の子が降臨された世界 は，今 と同 じよ

うに，緊張 と悲 しみに満ちあふれた世界でした。ロ

ーマ軍がパレスチナを征服 し，エルサ レムを陥落 させてか

ら，すでに63年 の月日が流れていました。そして，パレス
かつちゆう

チ ナの至 る所 に，軍旗 をか ざ し，甲 胃，剣で身 を固 めた ロ

ーマ兵 が進駐 してい ました。

予言者 イザヤが あのす ば らしい宣言 をしてか ら，何代 も

過 ぎ去 って い ました。

「見 よ
， お とめが み ご もって男 の子 を産 む。 ……

まつ りご とはその肩 にあ り， その名 は， 『霊妙 な る議士 ，

大能の 神， とこしえの父 ，平和 の君』ととな え られ る。」(イ

ザヤ7：14;9：6)

この す ば らしい約束 を知 ってい る人 な ら， ピ リポが世 の

救 い主か ら 「わ た しにつ いて きなさい」 と言 われ た ときに

感 じた無上 の喜 びを よ く理解 で きるので はないで しょうか。

王の王，主 の主が地 上 に来 られ たのです。

このよ うなす ば らしいお とずれ を 自分 の内 に秘 めてお く

ことはで きませ ん。 ベ ツサイ ダの ピ リポ もそ の例外 で はあ

りませ んで した。「この ピリポが ナタナエ ル に出会 って言 っ

た，『わた したち は，モーセが律 法 の中 に しる して お り，預

言者 たちが しる して いた人 ， ヨセ フの子， ナザ レのイエ ス

にいま出会 った。』

ナタナエル は彼 に言 った，『ナザ レか ら，なんの よい もの

が 出 ようか。』ピリポは彼 に言 った， 『きて見 な さい。』」(ヨ

ハ ネ1=45-46)
い

ナザレは，ユダヤすなわちローマの征服地の中で も忌み

嫌われた属州 にある小 さな村でした。山に囲 まれた小 さな

この村，人々 に最 も軽んじられていたこの小さな村に，い

ったいどのような誉れがあったというので しょうか。

ナタナエルと一緒に，それを確かめてみましょう。

エルサレムから128キ ロ離れた所 に位置するナザレは，ダ

マスコとガリラヤの町々 と地中海沿いの町アクレを結ぶ重

要な交易路上 にありました。 しか し，ナザ レが人々に知 ら

れ るよ うにな ったの は， その ためで はあ りませ ん。 また，

美 しい眺望 の ゆえで もあ りませ ん。 ナザ レはそれ らの交易

路 や眺望 の美 しさな どを はるか に超 えた，永遠 の意味 を持

つ きわ めて重大 な出来事 が あった場所 なので す。

ある とき，神 はガ リラヤ の小村 ナザ レに天使 ガ ブ リエル

を遣わ され ま した。 そ してガ ブ リエ ル はマ リヤ とい う名 の

お とめに こ う宣 言 したのです。 「『恐 れ るな， マ リヤ よ， あ

な たは神 か ら恵 み をいた だいてい るのです。

見 よ， あ なた はみ ごもって男 の子 を産 むで し ょう。 その

子 をイエ ス と名 づ けな さい。

彼 は…… い と高 き者 の子 と， とな え られ るで しょう。』」

(ノレカ1：30-32)

幼 な 子 イエス の誕 生， エジプ トヘの逃避 に続 く出来事が，

聖書 に は次 の ように記録 されて い ます。「ナザ レ とい う町 に

行 って住 んだ。これ は預 言者 た ちに よって，『彼 はナザ レ人

と呼 ばれ るで あろ う』 と言 われ た こ とが， 成就 す るためで

ある。」(マ タイ2：23)

ナ ザ レにお いて， 幼 な子 イエス は 「ます ます知 恵が加 わ

り， 背 たけ も伸 び， そ して神 と人 か ら愛 され」ま した。(ル

カ2：52)

ナ ザ レか ら出た幼 な子 イエ ス は盲人 の 目を開 け，足 の不

自由な物乞 い に歩 く力 を与 え，死 者 を生 き返 らせた お方で

す。 イエス は私 たちが従 うべ き完全 な模 範 を示 し，完全 な

生涯 を送 られ ま した。 そ して世界 を変 える喜 びのお とずれ

を教 え られ たのです。 ナザ レか ら どの ような よい ものが出

たのか を知 るため に， そのす ば ら しい出来事一 つ一 つ にっ

いて， もっ とよ く調 べて み まし ょう。

最初 にイ エス ご自身 も語 られた ことの ある，ひ とりの人

物 に目 を向 けてみ ま しょう。 イエ ス はその人 につ いて 「女

の産 んだ者 の中で，バ プ テスマの ヨハ ネよ り大 きい人 物 は

起 らなか った」(マ タイ11：11)と 言 わ れ ま した。 しか し，

自分 よ りも大 い なるお方が来 る ことを知 ってい た ヨハ ネは，

「道 を まっす ぐにす る」仕事 に自分 自身 を捧 げま した。
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バ プテスマ の ヨハ ネ以前 の時代 に は，霊 的 な意 味 におい

て彼 の先祖 ともい える数 多 くの予 言者が い ま した。 しか し，

ヨハ ネは予言 された光 を 目に し，証 す る最初 の者 にな る と

定 め られてい ました。

「その ころ
， イエ ス はガ リラヤの ナザ レか ら出て きて，

ヨル ダ ン川で， ヨハ ネか らバ プテ スマ をお受 けになった。」

(マ ル コ1：9)
み たま

「ヨハ ネ はまたあか しを して言 った
， 『わ た しは，御 霊が

は との ように天 か ら下 って，彼 の上 に とどまるのを見 た。

わた しは この人 を知 らなかっ た。 しか し，水でバ プ テス

マを授 ける ように と，わ た しをお つかわ しに なった そのか

たが，わた しに言われ た，「ある人 の上 に，御 霊が下 って と

どまるのを見 た ら， そ の人 こそは，御 霊 に よってバ プテス

マ を授 け るか たであ る。」.

わ た しはそれ を見た ので， このか た こそ神 の子 で ある と，

あか しを した のであ る。』」(ヨ ハ ネ1：32-34)

ナ ザ レのイ エス はみずか らは完 全 なお方で あ るに もかか

わ らず，バ プテスマ を受 け，す べて の人 々 に模範 を示 され

たので す。

次 にユダ ヤに 目を向け，生 まれ なが ら盲人 だ ったあ る人

の証 を調 べ てみ まし ょう。彼 はひ と筋 の光 もない， やみ の

世界 しか知 りませ んで した。 やみか ら光 の世界 へ移 った彼

について の話 を読 んでみ ま しょう。彼 の 目が 開か れた こ と

を知 った近所 の人々 は驚 くばか りで した。 「『この人 は，す

わ って こじ きをしていた者 で はないか。』

あ る人々 は 『その人 だ』 と言 い，他 の人 々 は 『いや， た

だあの人 に似 て いるだ けだ』と言 った。 しか し，本人 は『わ

た しが それだ』 と言 っ た。

そ こで人 々 は彼 に言 った，『で は，お まえの目 はどう して

あい たのか。』

彼 は答 えた，『イエ ス とい うかたが， どろをつ くって，わ

た しの 目に塗 り， 「シ ロアム に行 って洗 え」 と言 わ れ まし

た。 それで，行 って洗 うと，見 える ようにな りました。』」

(ヨハ ネ9：8-11)

ど う して も信 じよ うとしない人々 に，「神 に栄 光 を帰 す る

が よい。 あの人 が罪人 で ある こ とは， わ た した ちに はわか

ってい る」と言わ れ，彼 は こう答 えま した。「あのか たが罪

人 であ るか どうか， わた しは知 りません。 ただ一 つの こ と

だけ知 ってい ます。 わた し は盲 人 であ ったが，今 は見 える

とい うこ とです。」(ヨ ハ ネ9=24，25)

ナ ザ レのイエス は盲 人 の 目を開 かれ ま した。

今 度 はベ ツ レヘ ムヘ行 き，38年 もの長 い間 自分 の足 で立

つ ことが で きなか った に もかかわ らず，歩 ける ようになっ

た人 につ いて調べ てみ ま しょう。聖 書 に はこ う書 かれ てい

聖徒の道/1989年4月 号

ます。「イエスはその人が横 になっているのを見，また長い

間わず らっていたのを知 って，その人に『なお りたいのか』

と言われた。」

いらだちと望みが入 り混じった この人 の求めに対 し，イ

エスはやさしく， しか し，厳かに命 じられ ました。「起 き

て，あなたの床 を取 りあげ，そして歩 きなさい。」(ヨ ハネ

5：6，8)

ナザレ人イエスは病 める人々の肉体 に新たな力を与 えら

れたのです。

こうしてナザレ人イエスは盲人の目を開き，足が不 自由

な人々に歩 く力を与 えられました。 しか し，死んだ者を生

き返 らせた という話 は真実なのでしょうか。

あるとき，カペナウムの会堂司ヤイロが主のみもとに来

てこう言いました。「わたしの幼い娘が死 にかかってい ま

す。 どうぞ，その子がなおって助か りますように，おいで

になって，手 をおいてやって ください。」 ところが少 しし

て，「あなたの娘はな くなりました」という知 らせが届 きま

した。イエスはそれを聞 くと，「恐れることはない。ただ信

じなさい」 と答 え，涙に くれ る人々を後 にして会堂司の家

へ入ってい きました。そして，「なぜ泣 き騒いでいるのか。

子供 は死 んだのではない。眠 っているだけである」 と言わ

れたのです。

子供 は死んだ ものと信 じきっていた人々 はイエスを海ざ

笑いました。イエスは彼 らを外に出し，子供の手を取 って

言いました。「少女よ， さあ，起 きなさい。」
「す ると，少女 はす ぐに起 き上がって，歩 き出した。…

彼 らはたちまち非常な驚 きに打たれた。」(マ ルコ5：23-

43)

ナザ レ人 イエスはこうして死んだ者を生 き返 らせました。

そ してこの奇跡 は，「恐れることはない，ただ信じなさい」

(マル コ5=36)と いう，私たちの生活 を実 り豊かなもの

にして くれる完全な原則 を示 してい ます。

ナザレ人イエスのすばらしい模範，喜びの言葉，人間を

超越 した働 きは，時の流れを超 えて私たちにも伝えられて

います。イエスの模範，み言葉，み業 は，悲 しみを克服す

る忍耐心 と強 さ，死に立ち向かう勇気，人生 に対する自信

をもたらして くれ ます。混乱や苦 しみ，不安の満ちた現代

ほど，これ らの神聖な導 きが必要 とされる時代はほかにあ

りません。

主がナザレ，カペナウム，エルサレム，ガ リラヤで説か

れた教えは，時空の隔てを超 え，人間の理解力の限界を超

えて，悩み苦 しむ人々に光をもた らし，道 を示してきました。

老若の違いを問わず，勇敢に死地に赴いた人々，また，

自由のために自分の命を捧 げた多 くの人がいます。ある青
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ナザレ人イエスは，善なるすべて

のものの源であり，人類に希望を

与え，人生の目的を教えられた。

やがて手術が行なわれ，ポールは病室で安静にすること

を余儀なくされました。

手術後，ポールの病室を訪ねてみると，彼 はほがらかな

笑顔を見せ，明るい希望の精神を感 じさせて くれ ました。

真っ白なシーツの上か ら見 えるのは，片足のふ くらみだ

けでした。 しか し，ベ ッドの周 りには友人たちから送 られ

た花が飾 られ，ポールの命が助かった ことを感謝する両親

の姿 もあ りました。

ポールに言われて，見舞いの手紙 を開いてみると， こう

書かれていました。「ポール，私たちはあなたを愛 していま

す。そしてあなたのために祈っています。」それには， 日曜

学校の同級生たちの名前が連ねられていました。学校の級

友たちからも，「す ぐによくなるようにお祈 りしています。

君 は本当に立派です」 という文面のカー ドが届いていまし

た。 またもう一通，「神の祝福があるように祈 っています。

明 日もう一度来 させてもらいます」 というホームティーチ

ャーからの手紙 もありました。

あのナザレの大工 はこのような人々 について何 と言われ

たでしょうか。「わたしの兄弟であるこれ らの最も小さい者

のひ とりにしたのは，すなわち，わたしにしたのである。」

(マタイ25：40)

私はその日，人々の祈 りの精神をよく感 じとることがで

きました。ポールの病室には完全な安 らぎが満ちあふれて

いました。私たちは，遠 くカペナウムの地から，「恐れるこ

とはない。ただ信 じなさい」 という言葉がこだまして聞 こ

えて くるかのような感慨に とらわれました。そしてポール

自身 も 「ぼ くは大丈夫だよ」 と言って くれたのです。

私たちがそこに見たのは，信仰 に満ちあふれ，感謝の思

いをたたえた人々の表情でした。その信仰 はだれに向けら

れたものだったのでしょうか。その感謝の念はだれに向け

られたものだったので じょうか。

「ナザレのイエス 救い主，わが王

死に打ち勝ち 勝利 もた らす
くだ

高 きみ くらよ り この世 に降 る

み業 を成 し遂 げん と 命 を さ さ げ ん と」(賛 美歌86番

〔英文 ，1948年 版 〕)

ナ ザ レか らどの よ うな よい ものが 出たで しょうか。

ナザ レ人 イエ スは，模 範 を示 しま した。

ナザ レ人 イエ スは， 盲人 の 目に光 を与 え ました。

ナザ レ人 イエ ス は，病 に苦 しむ人 々 の体 に力 を与 えま し

た。

ナザ レ人 イエ ス は，人 を生 き返 らせ ま した。

ナザ レ人 イエ ス は，信仰 を もた らしま した。

ナザ レ人 イエ ス は，安 らぎを もた ら しました。

ナザ レ人 イエ ス は，勇気 を授 けて くれ ました。

ナザ レ こそ， キ リス トを出 した地 なのです。

ナ タナエル はイエス に向か って，「あ なた は神 の子 です。

あなた はイス ラエルの王 です」(ヨ ハ ネ1：49)と 宣 言 しま

した。 ナザ レのイエスが 主の主， 王 の王 ，貴 い救 い主， 慈

愛 あふ れ る蹟 い主 で あ る こ とを証 し ます。 ナ ザ レ・人 イエ

ス ・キ リス ト， この ほかに人 を救 う名 は天下 にあ りません。

皆 さんが イエスの模範 に従 われ ます ように。 また主 の歩

み にな らって永 遠の生命 へ の道 を進 まれ ます ように。 □

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホームティーチングの ときに，以下の点について

話 し合 うとよいで しょう。

1.ナ ザレ人イエスは完全なお方であるにもかかわらず，

みずか らバプテスマを受 けてすべての人 に模範 を示さ

れた。

2.

3.

ナザレ人イエスは奇跡 を通して，盲人の目に光 を， ま

た，病める人に新たな力 を与え，一度死 んだ人 を生 き

返 らせた。

ナザレ人イエスは，人生の様々な試練 に立ち向か うの

に必要な安 らぎと勇気 を私たちに与 えられた。救い主

の教えと模範に従 う人 は，天で豊かな富を授 けられ る。

話 し合 いを 進 める た め に

1.主 イエス・キ リス トか ら授 けられている祝福について，

自分の考えを述べる。主が私たちのためにして くださ

ったことについて，家族にも各自の考えを話 してもら

う。

2.こ のメッセージの中に家族で読んだ り話 し合 ったりす

るのに，よい聖句や言葉はないだろうか。

3.話 し合 いをより充実 したもの とするために，前 もって

家長 と話 し合 ってお く必要 はないだろうか。監督や定

員会指導者からのメッセージはないだろうか。
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街角て見つけた一冊の本

マ ー ビ ン ・K・ガ ー ドナ ー

メ
キシコのサカ テカス に住 むマ リ

ル ・ラミー レスは，8歳 のときに

不思議 な光景 に出 くわしました。街角の

雑誌販売店で売 られている本の中に，青

い表紙 に金色の天使 がラッパ を吹いてい

る絵のついた一冊の本 を見つ けたのです。

それ は新聞 と雑誌の問に紛れて置かれて

あ りました。

どうしてその 日に限ってそんな本が売

られていたので しょう。 ラックの中に場

違 いのように置かれていたその本 は，ま

るで読 んでほしい と訴 えているかのよう

に見 えました。マ リルはその本を買って

帰 りました。

ところが母親にしてみれば，それ は娘

がそれ まで家 に持 ち帰った数々の見慣 れ

ぬ宗教書の一冊にす ぎません。「またそん

な本 を買 って読んでいる」 と母親 はマ リ

ルをしか りつけました。家中の者 も，マ

リルは変わ り者 と考 えてい ました。 あま

りにも自分の世界 に閉 じ込 もり，神や宗

教的な考 えに とりつかれていると思 って

いたのです。子供が，その家 に伝わる先

祖代々の宗教 に不満 を持 っていて も，そ

の訳 を説明で きる人 はだれ もいませんで

した。 どうしてマ リルはわずかな小遣い

をっぎ込 んでまで宗教関係の本やパンフ

レットを買い込み， それらを読みふけっ

て時間 を無駄 にしていたので しょう。 し

か し，家族や友達が どんなにばかにした

り説得 しようとした りしても，彼女 の気

持ちは変わ りませんで した。

マ リルは，表紙に金色 の天使が描かれ

ているこの本を初めて読 みましたが，そ

れは今 まで読んだどの本 とも違 うもので

した。なぜか不思議 と幸せ な気持ちにな

り，最初の1ぺ 一ジを読み終 えないうち

に涙があふれて きました。さらに読み進

むにつれてその気持ちはますます強 くな

りました。「まるで水が一滴ずっ コップに

満ちてい くようで した。」

この一風変わった本は，いったいどこ

で書かれたので しょう。「どこか世 に知 ら

れていない東洋の宗教書か，インドの も

のかもしれないと思い ました。 どの教会

の ものかはわか りませんで したが，いっ

か探 し当て られ るように と祈 りました。

ただその本が真実なものであることはわ

か りました。」

それか ら9年 の間，マ リルはすっか り

その本に夢中にな り，徹底的に研究 しま

した。そ して17歳 の ときのある日，バス

の中で白いワイシャツを着たふたりの男

性を見かけました。ふた りは数冊の本 を

抱えていました。 もしかして私 の本 のこ

とを何か知 っているのではないか しら。

そう思って，勇気 を奮い起 こして尋ねよ

うとしましたが，ふた りはバスを降 りて

行って しまい ました。

1カ 月後， また同 じようなふた り連れ

の青年 を見かけたマ リルは，今度は機会

を逃 さずに尋ねました。「おふた りは宣教

師ですか。」ふた りの青年はそうだ と答え

ました。

「いろい ろな宗派 を ご存 じですか?

あ まり知 られていない宗教 を探 している

んです けど。」そう言って彼女 はモルモ ン

経の ことを話 しました。

長老たちは目を見合わせ，にっこりと

笑い ました。「私たちは末 日聖徒 イエス・

キ リス ト教会の宣教師です。喜 んであな

たの ご家族 にお教 えします。」

「いいえ
，そうじゃないんです。」彼女

は強い調子で言いました。「私 はただモル

モン経 を使用 してい る教会 をご存 じか ど

うか， それを知 りたいのです。」

冗談 を言っているのか と思い，長老た

ちは首 をかしげました。「私たちが何 と呼

ばれているか ご存 じですか。」長老のひと

りがそう尋ねました。「私たちはモルモン

と呼ばれているのですよ。」

そう言って長老 たちは自分のモルモン

経 を見せ ました。マリルは長老たちの言

葉 を信 じ，ぜひ詳 し く話 を聞かせてほし

い と頼 みました。

その夜，長老たちが初めて訪問したと

き，マ リルはレッスンを何度 もさえぎり

ました。質問があったからではな く，レ

ッスンの内容 にぴった りの聖句 をモルモ

ン経か ら引用したのです。マ リルはもう

すでに聖句を暗唱 していました。す りき

れてぼ ろぼろになったモルモン経か らも

7

聖徒 の道/1989年4月 号





どうしτその日に限っτそん

な本が売られτのたのごしょ

う。ラヅクの中に場違ののよ

うに置かれτのたその 本は，

まる～読んごほし刀ど訴えτ

のるかのように見えました。

うかがえるマ リルの豊富 な知識 に，長老

たちはびっ くりしてしまいました。 それ

に，参照聖句をい ともたやす く見つけて

しまうのです。

翌晩のレッスンの ときにも同じことが

たびたびあ りました。長老たちがマ リル

にバプテスマ を受 けたいか と尋ねた とき

にはす ぐさま，「はい，明 日に も」という

答 えが返ってきました。マ リルは翌 日の

1984年8月22日 ， 両親 の許 しを得てバ プ

テスマを受けました。 それか らマ リルは

宣教師への道の りを歩 み始 めました。

「8歳 の ときモルモン経 と出会 って以

来，私はずっとモルモン経について人々

に伝 えたい と思っていぽ した。それで宣

教師 になるべきだ ど忠、ったのです」 とマ

リルは言 っています。

しか し，マ リルはまだ17歳 で した。以

来，毎年誕生日を迎 えるたびに，マ リル

は監督に自分が もう伝道 に召され るのに

ふ さわ しい年かどうか を尋ね ましたが，

そのたびに21歳 になるまで待つように言

われました。それで21歳 になるまでの間，

マリルは初等協会 と日曜学校で教 え，福

音の知識を増 し加 えてい きました。

そしてち ょうど21歳 の誕生 日に伝道 の

召しを受 けたのです。

マ リル ・ラ ミーレス姉妹 はすっか り準

備がで きていました。優秀 な学生であっ

たマ リルは，大学 を卒業する前か ら小学

校 で教え，その収入 を大切に貯金 してい

ました。伝道 の召しを受 けた ときには，

伝道費用が全額用意で きていたのです。

帰還後に仕事が見つかる という確信 はあ

りませんで したが，マ リル はこの時点で

仕事 を辞 めました。

聖徒 の道/1989年4月 号

家族 はてっきりマ リルは気が変になっ

たのだと思い ました。宗教書に時問 とお

金 を浪費 した子供が，今度 は申し分のな

い仕事 を捨て，貯金をはたいて貴重な人

生の1年 半 を無駄に費やそうというので

す。 しか し，今回 もまた，だれひ とりマ

リルの固い決心 を変 えることはで きませ

んで した。

伝道 に出た今，マ リルは家族のために

祈 り，毎週手紙 を書 いています。

1988年1月24日 。 マ リルのいる宣教師

のグループがメキシコシティー宣教師訓

練セ ンターを後に任地 に赴 こうとしてい

ます。マ リル・ラミー レス姉妹 は集会で証

を述べるために立 ち上が りました。腰 ま

で届 きそうなつやのある黒髪 を後 ろに束

ねてブルーの髪飾 りをあしらっています。

説教壇のマイクに届 くように低 い踏 み

台の上に立っています。小柄 な体つ きか

らは自信 なげに話 す姿が想像 されますが，

どうしてその声 は力強 く，その証 は成熟

した弟子 を思わせます。「私 はやっとの思

いでここまでたどり着 きました。」彼女 は

感 きわまった様 子で語 りました。「そ し

σ

て，主がいて くださらなければ自分 は無

力であることを学びました。でも私 は主

の限 りない愛を感 じています。そ して自

分が信頼 して きたお方が どの ような方か

を知 っています。」 ・

翌 日，伝道部長会 に会ったときにも，

マ リル は天父の愛について次のような力

強い証 をしています。「数 日前初 めて神殿

に入った とき，私 は天父のみたまを感 じ，

そのあふれんばか りの愛に胸がいっぱい

になりました。天父に祈 り，なぜそんな

にこの私 を愛 して くださるのか尋ね まし

た。すると， このような答えを聞いたよ

うな気が しました。『あなたは私が世界中

のすべての私 の子供たちを愛 しているこ

とを知 らないのか。私はだれひとりとし

て失われることを望んではいない』 と。

それで天父が私たち一人一人 に寄せてお

られる偉大な愛がわかるようにな りまし

た。」彼女の声 は再び感動に震 えました。

「私 は天父 と御子イエス ・キ リス トが生

きてお られ，私 たちを愛 して くださって

い ることを知っています。神の娘である

こと，そ して宣教師 として主に仕 えられ

ることをとて も光栄に思います。」

ラミー レス姉妹 は現在，メキシコシテ

ィー神殿の訪問者セ ンターを訪れる，教

会員でない人々に福音 を教 えています。

夜 は，同僚 と周辺 の家々 を訪問 し，家族

に福音 を教 えています。

8歳 のころと少しも変わ らず，21歳 の

宣教師の頭の中 は神様 のことでいっぱい

です。子供の ころにモルモ ン経 を読んで

一滴一滴聖典 の知識 を蓄 えた彼女のコッ

プは，今やあふれ出るほ どにな りました。

□
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ブ レンダ ・ブロクサム ・ハ ント

監督のチャレンジによっτ私たちの生活

が一変 したわけ～はありませんが，完成

への道ヘー歩近づのたように思のます。

「 畠 墜 さんの中で 『完全な日』を過 ごしたし】と思ってお百
られ る方はどれ くらいいますか.」監督が聴衆に尋

ね ました。 かな りの数 の会員 が手 をあ げて い ます。高 くあ

げ る人，控 え 目にあげ る人。手 をひざ においた ままの人 は

わずかで した。

「結構 で し ょう」 と言 いなが らうなず くと
， ひ とりの教

会員 に こう尋ね ま した。 「ラ リー， あなた も 『完全 な 日』を

過 ご してみた いわ けです ね。 じゃあ，壇上 まで来 て くれ ま

せ んか。 ジ ョージ とル ース も どうぞ。 ポール もどうぞ。 マ

シュー とジ ョア ンも。 それ にジ ョン とヘ レン， それか らベ

ン とキ ャロル もどうぞ。」

監督 は間 を取 りなが ら，一人 一人 の名 前 をゆっ くりと呼

んでい きま した。か な りの手 が下 りて しまい，最後 まで高

くあが っていた の は， ほんのわずか で した。

「『完 全 な日』を過 ごしたい と思 ってい る未 亡人 の方 はお

られ ませ んか」と監督 は尋 ね，聴 衆 を見 回す と，一瞬 あた り

は静 ま り返 りま した。「グ レー ス，あ なた はいかがです か。」

名前 を呼 ばれ た人 たちが壇上 まで来 る と，監督 は向 き直

って こう言い ました。「完全 な 日はい つ にしますか。火曜 日

が いいですか。 それ とも木曜 日がい いですか。」

意表 をつか れて苦笑 い をす る人 もい ます。実 際 にそんな

決意 をす るな どとは， だれ ひ と りとして夢 に も思 っていな

かったので す。わ か りました とうなず く人 もい ました。 じ

っ と立 った ままの人 もい ま した。 しば ら くして， だれかが

「木曜 日 はどうで しょうか
。 それ な ら準備 の時間 もまだ少

しあ りますか ら」 と言い ました。

監督 はほ ほえみなが ら答 えま した。「よろ しいで し ょう。

で は，木 曜 日を 『完全 な 日』 として過 ご してい ただ くこと

に します。次 の 日曜 日の聖餐会 にだれが お話 をす るのか，

まだ決 めて あ りませ んか ら，皆 さん に 『完全 な 日』 を どの

蕪篤襲㌻ll轍
一ム ス も仲間 に加 わ りました。 聾

灘 鷺1蟻 慰ll馨ノ幽
よ う，お祈 りしていた だ くこ とで す。」

どうしたら完全な日を過ごすことができるか

「どのように生活したら完全な日を過 ごす ことがで きる

だろうか。」監督のチャレンジを受 け入れた人々の頭の中に

は， この疑問が渦巻いていました。 この一週間は，ワー ド

部 の会員が会 うたびに，「完全な日」のチャレンジの話題で

持ちきりで した。皆その報告 を心待ちにしていました。

ついに日曜 日がやって来 ました。
ひ とみ

最初 に茶色い短い髪 をした未亡人のグレースが，瞳を輝

かせなが ら話 をしました。その日は予定 していたとお りに

事が運 んだわけで はあ りませんでした。朝起 きてみると，

ひどい鼻風邪 にかかっていたのです。3年 ぶ りの病気でし

た。そこでその日の計画 を変えて，母親の生涯についてま

とめたノー トを作 ることにしました。いつかはやらなけれ

ば と長い間思っていたことで した。そこでグレースは妹 に

も手伝って くれるよう頼みました。ほぼ一 日がか りでした

が，ふた りで一緒に写真 を張った り文章 を書いた りして，

念願の母親の生涯の物語 を作 ることがで きました。

グレースはその 日の活動を通じて，何か新 しい道が開け

てきたような思いがしています。彼女は祝福師の祝福 の中

で，いずれ家族の歴史のために働 きをなす， と言われてい

ました。「私 は家族の歴史がどのようなものなのかわか りま

せんで したので，あまり関心を持つ こともありませんでし



魯トEfセ…主ジ6861/奪享【(0ヨ匡レ≡蓬呈

ず

iI

魯

鰐
鼎

総

。卯つ峯轟～2きαジ～2～薯瀞雀影雌

ω潔署ω購喪1⑦期蓼`2つθなω

撰･多;婁五白穿6墾多覚盒2ノ霧一2

0;ン～£!`さ¢穿つ2,6＼偽1!目一割溜

嚢

醸麟噂

諏

簸

璽
鴇･ ヤ灘戴黙

躍ぐ潔
騰,､総 ちぼ　を　サ

ドサの

雛繍罵

鶏

聾

.

織

､

鱈
.
･

.

･.

､
.､
ラ
.

麟

蘇

,

灘

..
駄虻

零
違

引

戸

･

妄
･

織

塗

∴

頓

壷

毒

･

㍉

"

7

癖

憲

ら　

　

ザ

ら

ゑ

　

　ら
ゑ

　

　

ぶ

ド

ぎ

を

バ

な

め

ヤ

懸

麟

霧

翻

.糠
嘘

綴

瀦

.
陶

･

･.
難

犠

,

馨

謙

譲

。羅

襲

饗

騨

饗

苔

･

津

購

吟

噌

旨

ら

･

癖

肇

噛

ド

　

あ

ミ

サ

　

盤

壌

慰

。

な

ゼ

･

　

　

ゆ

ド

を

ぜ

ワ

ヤ

あ

サ

潜
･

量

鐸

縁

撃

縄
.

.

ぽ

お

ア

げ

じ

ゑ

ぽ

ち

　

　

　
ヘ
ド

ド

キ

　

お

　

ら

で

.礁
,雛
繕

灘

灘
騨

㌶
つ冥凱げ

.∴酒

漢ぐ

墜旨ら撃

緬糠岸

与癖

為ド野簸

携

与讐
･

Ψ
確騨

〆㌧繍
玄鰯藝鍵㍗

匹灘.講
瀬欝灘
!蝋郷騨
鴨δ㍗

がドやゆお　ず

1ギ
ドぎ

04つ準マ認母呈呈判×マー=〔資}つ9⊇｢04'

つユ卑曇蚤尋螺盛α雰(}}マ`Q源219ア管!4壷2D至9

4!り皐融(ラ(字得`週コQα溝(汐日(沙妾9こユ04つユ(〆吾峯

α源ぎ1η勲源吾【¢囲くへ星2々〈チ琿R『詳(〆(彦･き21。〉嚢』`}6

蟄21～仕R(罪握3募R9(4認Q享寧マ溜2匹ア(0塁マ46

<4【4つ薄21担(へ9つ(挙9ζ暴一ユ【ヘユ/y裂母率`鳶塁2管q

}峯2娠σ募銘蟹4}6寧恨`判(ρ舜遜母輩鳴評得｣。4つ軍

(へ溜R9甲つ3ツ量駆¢つ`21。〉享阜ユ回週え24!ゆ寧馨

`}軍母墨目9(ヘマ吸導2凋ll戴21隆型Q4つユ(∂條4Gi譲O

鯨畔判え×一･4ズ`勲轟目4}軍21日⑦妾評×マー丁資

｢。李翠q).G留えq40(きユ(〆:量`鰹享ユo<4勲4G翠騒

←翠1輩羽(o獲。4つ翠Q<4(ソ首終禄葛身量矛219埠壬歩母¥

i劉⑦嶺曝21(圏4⑦目翠¥⑦〉多`え吸享再[轟盟辱:母慰;二γ(ユ季

睾(0智写且呈鳶皆重冨4皐}(圏49ミ[劉右回3準穿2｣04つ翠

つ函轟母醤窪q早⑦騨`壬母マ¥判×一4ゴ`氷將η身
。
,兵寧

G2.つ嬰勲×一れ。4:R｢4つ季つ;婁璃R99湯(軒欝E呈(OY

王4G身〉;1`募24》誹α斗峰醤9呈(o隆魯`つ(¢つ。4

おりぜ　　ゆヤ

螺滞撫麟"隔鰍撫繋

おらぬ

デヤず

驚魏幽懸甦鵡疎　
び　ド

曝』叢純螺
蔚㍉1

す

門.譲｢ギ悔導
妻

鍛1冤,

遷,聯1;

雛酸こ
_｣ 饗･1

掌

毎

苫

毒 騨 爆鐸

譲津勢

忌



12

一日の始めに調子を整える

ユ ーモア のセ ンスあふれ た15歳 の ポール も,監 督 か ら与

え られた課 題 に まじめに取 り組 み ま した。 まだ毎 日聖典 を

読 む習慣 が ついて いなか ったので,ポ ール はそ の日 は聖典

を読 む こ とか ら始 めよ う と決意 しま した。 ポール は次 の よ

うに言 って い ます。｢理由 は 自分 で もよ くわ か らないので す

が,そ の日に聖典 を勉 強す るの は,と て も大切 な ことで し

た。水 曜 日の夜中 に は何度 も目を覚 ま し,寝 過 ごして いな

い こ とを確認 しま した。 つい に目覚 ま し時計 が鳴 り,モ ル

モ ン経 を手 に取 りました。｣

ポー ル は約45分 間聖典 を読 み ました。｢聖 典 を読 む と,そ

の 日一 日の調子 を整 え るこ とが で きた ような気 が します。

学校 の友 達や先生,家 族 とう ま くや ってい くの は,い つ も

たやすい こ ととは限 りませ ん。 ぼ くの 『完全 な 日』 も例 外

で はあ りませ んで した。 多少 の失敗 もしま したが,い つ も

よ りはず っ とよい生活 がで きました。｣

ポ ール はさ らに こうつ け加 えて い ます。｢おか げで 自分 に

与 え られて い る祝福 や,自 分 の しなけれ ばな らない こ と,

自分 の過 ちについ て今 まで以上 に よ くわか るようにな りま

した。 その 日は,よ りよい自分 にな るには どうした らいい

のだ ろう,と 考 え るこ とが よ くあ りま した。｣

｢よ りよい 自分 にな るに は どうし
,
､撫､麟 懸華懸た ら

いいのだ ろ う。｣それ は,監 督 の､･。･
1塁,

チ ャレンジ を受 け入れ た人 が共通 し･1

て抱い擬 問でした.そ して多 くの 凱

人が他人 に奉仕 をするうちにその答 嚥1

え観 つけたのです。 …雌

ジ･一 ジにと･て も,･完 全な日灘1

を過 ごすことは,非 常に大 きな課題1瀬･
ミ ぽ

とな りました。｢思 い描 い た とお りの 葱･,･… 一

_日 を過 ごす ことができたわけでは 嚇 擁･一･
､il,あ り ま

せ んが,自 分 の生活 に は大 き ゼ1
夏

な影 響が あ りました。これ まで,『 完

全 な 日』 を過 ご してみ よ うな どとい

うこ とは,考 えた こ ともなか ったの

ですか ら。｣鞠

ジ ョー ジの妻 のルー ス は,｢完 全 な

日｣を 過 ごした結 果,以 前 に比 べて

夫 との関係が よ くな って きた ことに

気づ きました。 ルー ス はこう語 って

います。｢完全 な一 日を過 ごそ う と努

力す るこ とに よって,私 は自分 の癖

に気 づ きま した。 た とえば,ご くさ

さいなつ ま らない ことで,突 然夫 に腹 を立 て るよ うな こと

が よ くあ りま した。今 はその ような癖 を直 そ う と努 力 して

い ます。｣

自分 の欠点 に気づ き,そ れ を克服 す るた めの方法 を講 じ

る とい う監督 のチ ャレンジ を受 け入れ た人 々 は,た い てい

皆 この よ うな こ とを体 験 しま した。 ラ リー は こう言 ってい

ます。｢多 くの帰還 宣教師 と同様,私 も聖典 の勉 強 をなお ざ

りにす る ようにな って い ました。 いつ も,ほ か にす る こと

が た くさん ある ように思 えたか らです 。で すか ら,監 督 か

らこの課題 を与 えられ た とき,伝 道 中 に感 じたよ うに,も う

一 度主 を身近 に感 ず る ようにな らな けれ ば と考 え ました。｣

し か し,実 際 には計 画 どお りにい きませ んで した。 ひ ど

い歯痛 の ために,｢完 全 な 日｣が 台無 しに なって しまっ たの

です。｢そ れ で も,自 分 の一 日が失敗 だっ た とは思 い ませ

ん。 その ときの状況 が ど うあ ろう とも,完 全 な一 日を過 ご

そ うと一生懸 命努力 したか らです。｣

ジ ョンの話 を聞 い てみ ま し ょう。｢妻 のヘ レ ンの おか げ

で,私 に とって は毎 日が完 全 な日です。生 涯 をヘ レン と共

に過 ごす こ とは,最 大 の祝 福 です。私 に とっ て,『完 全 な 日』

とい うの はヘ レ ンと共 に過 ごす ことで

す。 私 たち はお互 い にか けが えの

ない親 友で あ り,一 緒 に過 ごす
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耀

､鴫 弾 諾 鷺 藁伽､謡 …

早朝に聖典を読むど,
一日の調子が整えられ

るようでした。

『完全な日』 を過 ごすうえで,こ れ以上に恵まれた場所

があるでしょうか。主の宮居の中で主のみ業 を行ない,す

ばらしい兄弟姉妹たち と一緒に,日 の光栄の王国へと歩 も

うとしている人々のお手伝いがで きるのです。｣

マシューは,｢完 全な日｣について家族で次 のように話 し

合ったと語 りました。｢私たちはまず第一に毎 日少 しずつ 自

分自身を完全な者にしてい く必要があるということがわか

りました。 ここ数カ月,妻 のジョアンがかなり重い病気 に

かかっていて,そ のために家族全員がいろいろなことを感

じるようになりました。そして,今 まで以上に主に頼 り,

毎 日主の導 きを求めるようにな りました。 また神権の祝福

の力について一層の認識 と理解 を深めるようにな りました。

『完全 な日』 を過 ごすためには,こ れまで どお り互いに励

まし合 い,今 受けている祝福 にふさわしい生活をしようと

いうことで一致したのです。｣

｢完全な日｣の 割 り当てを受け入れた人々の話をひ とと

お り聞いたあとで,私 は監督 に,な ぜ このようなチャレン

ジを与えたのか,そ の理由を尋ねてみました。

監督 はこのように話 して くれ ました。｢私 は 『完全な日』

を過 ごす ということについてずっ と考えて きました。ふだ

んは,外 部か ら様々な影響や圧力を受 けて,霊 的な ことや

何 を理想 とすべ きか とい う点 に注意 を向 け るこ とが ほ とん

どで きませ ん。 そのた め,『 完全 な日』を過 ごした り,完 全

な生涯 を送 った りす る ことはで きない とい う ことが よ くあ

ります。 しか し,今 こそ ワー ド部 の会員 た ちが や ってみ る

時 だ,と い う強 い気持 ち を感 じたので す。

これ で,ど んな状 況 にあ って も,今 よ りは少 しで も完 全

な生活が で きる とい う ことが わか ったので はないで しょう

か。 この割 り当て を行 な うに当た って,お 金 を使 う必 要 の

あ った人 はひ と りもい ませ んで した。 けれ ども,時 間 を使

い,自 分 自身 を捧 げな けれ ばな らなか ったのです。

このチ ャレ ンジに一 生懸命 にこた えて くだ さった方々 だ

けで な く,ワ ー ド部 の多 くの会 員 も,『 完 全 な 日』を過 ごそ

う と努 力 して くだ さい ま した。 それで,私 た ちは 自分 を完

全 な者 にす る とい うチ ャレ ンジに もっ と心 を向 け るよ うに

な り,主 のみた ま を受 けるの にふ さわ しい生活 を送 ろ うと,

今 まで以上 に努力 す る ようになったの です。｣

監 督 の｢完 全 な 日｣の チ ャレン ジに よって私 たち の生 活 』

が一 変 したわ けで はあ りませ んが,完 成 へ の道 へ一歩近 づ

いた よ うに思 い ます。完 全 な者 にな る こ とは,私 たちだれ

もが達成 した い と望 んでい る目標 なのです。 □

*ブ レ ンダ･プ ロクサ ム･ハ ン ト:主 婦。 ソル トレー ク･

ウ ェルズス テーキ部ベ ル ビデ ィア ワー ド部所 属。



田親としての務め
中央扶助協会会長

バ ーバ ラ ・W・ウ イ ン ダ ー
σ

主は末日聖徒の女性に，私たちに託された子供たちの人生を形作るという特権

を与えてくださいました。すなわち，子供を養い育て，子供に仕える特権です。

19
88年4月 に開かれた総大会の神権部会の説教で，十

二使徒評議員会のジェームズ ・E・ ファウス ト長老

は，女性のことを 「人類 を豊かに祝福 して くれる存在」 と

言われ ました。 また 「女性が生 まれながらにして身につけ

ている資質」を賞賛 し，「母親 としての務 め」を果たすとき

に必ず天使 の助けがあると約束 されました。 というのも予

言者ジョセフが言っているように，その務 めは 「女性の天

性 によるもの」だか らです。

私たちは 「天性 に従って」行動 している末 日聖徒の女性

として，母親 という務めが神聖な ものであることをよく知

っています。時折，ほかの務めを果たさなくてはならない

場合があって も，女性には子供 を養い育てるとい う生来持

って生 まれた務めがあることを忘れてはなりません。善 き

伴侶のいる女性 も，ひとりで子供 を育てている女性 も，ま

た，ほかの女性の子供たちを教 え育てている独身や未婚 の

女性 も，皆 この務 めを果たすことができます。

母親の子供に対する思い，子供の母親 に対する思いは，

どの文化 において も変わることがありません。それ は，少

しも意外な ことではな く，むしろとても感動的です。富ん

でい ようと貧 しかろうと，教育の機会 に恵 まれていようと

いまいと，生活環境 に関係な く思いは皆同じです。母親 とい

うのはほ とんど例外な く子供の幸福のためには何でもしま

す。子供のために払 う犠牲は大 きす ぎることはないのです。

いろいろな所で出会 った模範的な母親や子育ての例がい

くつ も私の心に浮かんできます。ペルーのリマを訪問した

とき，ある母親が，4人 の息子 とふた りの娘の写真 を私に

見せて くれました。そして， とて も誇 らしげに子供たちの

業績を話 して くれました。高等教育 を受ける機会が限られ

ていたにもかかわ らず，子供たちは母親 の努力 と決意 によ

って皆大学に進んだのです。母親は物質的なものより高い
ささ

目標 を目指 し，みずからを惜 しまず捧 げるように， また教

会において も社会において も貢献者 となるよう子供たちを

教育 したのです。ペルーでは今，教会への改宗者が急速に

増えてお り，彼女の子供 たちは現在教会の指導者 として大

きな働 きをしています。

フィリピンの，人里離れた小 さな支部 を訪ねたこともあ

ります。会員たちは柱 に屋根をかぶせただけの小屋で集会

を開いていました。ひとりの年輩の女性 は自分がその小 さ

な教室 に集 まっているほとんどの子供たちの母親であり祖

母であることを話 して くれ ました。机 に置 き，壁 に立て掛

けた黒板 には，レッスンの大切なポイントが きれいに書か

れていました。子供たちやほかの人々のために自分にでき

る最大の ことは教えることであると，あ とでその女性 は私

に話 して くれました。そして何度 もこう言ったのです。「私

は家族 を愛 しています。ですか ら彼 らに教 えているので

す。」この母親のように子供たちを教えていくには，絶 えず

子供たちの必要に心 を配っていなければなりません。一緒

に学びなが ら子供たちを励 ましていかなければならないの

です。

日本の広島を訪れたときのことです。間 もな く執事 にな

ろうという11歳の男の子に会いました。その子はステーキ

部大会で話 をすることにな りました。少 し緊張 しながらも，

聖句 をスラスラと引用し力強い説教 をしたのです。会衆の

中に，いきいきとした笑顔の女性がい ましたが，それが母

親であることは間違いあ りませんでした。

最近私は，長年敬愛するある母親 を訪ねました。その姉

妹 は大家族 を抱えてお り，私はその家の子供 たちの成長を

これまでずっ と見守 ってきたのです。教育，伝道，神殿結

婚，子供たちはこれらをみなきちん と計画 して達成 しまし

た。 このような成功 を収めた秘訣 は何か と，私は彼女に尋

ねてみました。その姉妹 は謙遜にも， まだ完全に成功 した

わけではな く，むしろ人生 は試練 と苦難の連続であったと

15

聖徒 の道/1989年4月 号



16

子供を育τたのど願う女性が，

無私の献身的な奉仕によっτ

人々に祝福をもたらすどぎに

奇跡が起ごるのどす。

、、/

語 りました。 しかし，その後で，彼女は家族がいつ も親密

な関係にあ り， きずなを強めて きたことがとて も大切であ

ったと話 して くれ ました。

彼女はこう言っています。「子供たち一人一人の人格を尊

重しなければならないと考 えてきました。それぞれの才能

や能力 は違っても，子供たちは皆神 の子供であり，神に愛

されているということを知る必要があるのです。我が家で

は子供たちが結婚 した後 も，定期的に家族で集いを開いて

います。教会が聖徒たちを啓発 し，指示を与えるために総

大会 を開 くように，我が家にも同じ目的で家族の集いが必

要です。 このような集いは確かに家族の愛を強 めるのに役

立ちます。」

アメリカ国内のマザー ・オブ ・ザ ・イヤー(最 優秀母親

賞)お よびヤング ・マザー ・オブ ・ザ ・イヤーの受賞候補

にあがった10人 の末 日聖徒の女性 も，同様の献身的な気持

ちを表明 しています。 これらの姉妹たちは皆子供の人格を

形成するには無条件の愛 と労働が大切であると語っていま

す。 また，笑った り歌った りすること，肌 と肌の触れ合い

やほめること， 自尊心を高めることも大切 だと述べていま

す。母親 は子供 と一緒に信仰をはぐくみ，学び， ときには

助言 します。 また発見の喜びを分かち合い，共に成長 し，

力を合わせて夢 を実現するのです。

末 日聖徒の女性 に特別 な賞が授与されることは驚 くべき

ことではありません。第一副管長のゴー ドン ・B・ ヒンク

レー長老は次のように言っています。「教会はシオンの娘 に

対する訓練 と責任の付与 という点においては，これ まで も

かな り積極的に取 り組んできました。教会では……一貫 し

て，この世で女性に与 えられた最 も偉大な使命は，誉れあ

る幸福な結婚 をし，家族を立派に， そして幸福に育てるこ

とにあると教えられ，信 じられてきました。それ は実際の

生活の中で心身を打 ち込み，母親 としての務 め，養育 の務

めを果たす という責任で……す。 しか しほかの様々な働 き

と相いれない性格の ものではありません。女性には地域社

会 においても教会 においても，妻 または母親 としての務め，

善良で立派な子供 を育てる務めな どと何の矛盾 もなく，調

和 したすば らしい責任が数々あるのです。」(『若い女性 に対

する私たちの責任』「聖徒の道」1989年2月 号，p.115)

この世で子供 に恵 まれない女性たちの中には，ほかの家

族 の子供 たちを教え導 く教師 として，子供の人格に大 きな

影響を及ぼしている人がた くさんいます。私 に初めて断食

と祈 りについてのレッスンをして くれたのは，ある学校の

校長先生をしている女性でした。その女性のおかげで，私

は祈 りや断食 を実生活に取 り入れ ることがで きるようにな

ったのです。子供 を育てたい と願 う女性が，無私の献身的

な奉仕によって人々に祝福 をもたらす ときに奇跡が起 こる

のです。

女性のいろいろな才能や特徴 を知るにつけ，私 は女性が

この神権時代にあって，大 きな役割を果たす ように求めら

れていると感ぜずにはいられ ません。私たちは神 の娘 とし

て，お互いにまた家族や友人に対 して思いや りを示すべき

であることを忘れてはな りません。私たち女性のやさしい

手は，だれ もが経験する人生の苦難を和 らげるためにある

のです。

神から授かった務めを果たすために，私たちには貴重な

機会が与 えられています。神 は，私たちに託 された子供た

ちの人生を形作るという特権 をくださっているのです。自

分の子供に恵まれない人でも，教師や保母 としての力を発

揮することがで きます。 どんな所に住んでいるか，富んで

いるか貧 しいか， また子供が多いか少ないかなどは一切関

係がありません。だれ もが 「母親 としての務 め」 を果たし，

キリス トのような愛を共に味わ うことがで きるのです。□

*以 上は，「チャーチニューズ」の記事からとった ものです。
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聖徒 と共に涙を流す
管理監督会第二副監督

グ レン ・L・ベ イ ス

数
年前，「聖徒 と共に涙を流すよりは罪人 と一緒に笑い

たい」 という歌詞の流行歌 を耳にしたことがありま

す。最初 この歌詞を聞いたときは腹立た しく思ったのです

が，翌日もう一度聞いた ときは，腹立た しく思

えた理由がわか り，自分がおかし くな りました。

確かに，一見真実味があるからです。

小学生のころ， 日曜日によその子供 たちは映

画を見に行 くのに，私は両親 と教会へ行 きまし 睡灘i羅

た。中学生の ときは，ほかの人たちが昼 ごろま

で眠っているのに，私は断食献金 を集めて回 り

ました。高校時代 は， 日曜 日にスーパーマーケ

ットで働 けば平 日の2倍 の収入が得 られたのに，

安息 日を聖 く守 りました。伝道中には，土曜日

の夜街頭 を同僚 と共に歩 きました。同年代 の若

者たちがデー トの相手 と共に笑いなが ら私たちを指差 し，

「あの人 たち何なの?」 な どと言いながらそばを車で通 り

過 ぎていったものです。

結婚 して間もないころ，私たちは，幼 い子供たちを連れ

て教会へ行 きました。スーパーボール(ア メリカン ・フッ

トボールのプロリーグの選手権試合)が 行なわれる日曜 日

には，世間の人々が飲 み食いし，にぎやかに声援を送って

いる一方で，私たちは子供たちをなだめすかして，ステー

キ部高等評議員の話 を聴かせようと一生懸命でした。 また

あるときは，我が家のポンコツ車が高級車 と並んで信号待

ちをすることがあ りました。すると，最新流行の服 を着た

いわゆる 「標準的な」人数の子供 を乗せた人たちから，デ

ィスカウン トス トア(中 舌 品を取 り扱 う店)で 買った古着

を着た我が家の6人 の子供たちはさげすみの目で見 られた

ものです。

私 は去年 とても無念な思いをしました。大学生の子供た

ちに説得されてブ リガム ・ヤング大学で開かれたコンサー

トに行 ったときの ことでした。冒頭で紹介した歌詞のつい

た歌 を発表 した歌い手がこう言いました。「私は人 を改宗 さ

せようとは思い ません。ただ別 の道 もある とい うことを

人々に伝えたいのです。」私 はステージに駆け上がってマイ

クをひった くり， 自分の意見をぶつけたい気持ちにか られ

ました。 けれ ども，そんなことをすれば当然子供たちの反

感 を買 うことになるので じっと我慢 していました。

黙

翻

「罪 人 は笑 い
，聖徒 は涙 を流す」 とい うの も，

ひ とつ の人 生観 とい えま しょう。 しか し， あま

りに も単純 で，現実 にそ ぐわ ない と思 い ます。
ざ せつ

罪人の中にも人生に挫折 して涙に暮れている人

もいれば，私たち末日聖徒 にも確かに笑いはあ

るからです。 もちろん，罪人にとっても聖徒に

とっても，人生において意義あるものすべてが

おもしろい とは限 りません。 ときには，教会の

繍 標準に従 って生活する努力を何 らしていない人

の方が，標準を守っている人々よりも生活を楽

しんでいるように思 えることがないでしょうか。

私たち末 日聖徒の生活 は，戒めや期待，奉仕，犠牲，金

銭上の義務 などで縛 られているように見 えます。世の中に

はこうしたいわゆる束縛が何 もない人々もい ます。月曜 日

の夜に限らず もっと家にいて家族 と過 ごす人々 もいますし，

収入以上のお金 を使 う人々 もいます。私たち末 日聖徒 は教

会 に納めるべ きお金を納めて しまうと，間違ったことをす

る余裕な どはな くなってしまうのです。

自分の気持ちに素直になるなぢば，確かに聖徒たちにと

って泣 きたくなるような ことはたくさんあります。 しか し，

得る価値 のあるものはそう簡単 に得 られません。私たちが

求める日の光栄の幸福 は努力せずには得 られないのです。

試練のただ中にあって

あ

私 たちは試練のただ中にあるときに，「こんな目に遭 うよ

うな悪いことは何 もしては、いないのに」 と叫ぶ ことがあり

ます。苦難 というものは，何か悪いことをしているか らで

はな く，逆に正 しい ことをしているために訪れ ることが よ

くあります。昇栄 に至るためには，自分 を清め，神か ら聖

別 され るように努めな くてはな りません。私たちの霊が主

のみこころに従順 になるように，ある程度の試練や苦難 を
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私たちは試練のただ中にあるときに，「こんな目に遭うよ

うな悪いことは何もしてはいないのに」と叫ぶことがあ

ります。苫難というものは，何か悪いことをしているか

らではな く，逆に正しいことをしているために訪れる こ

とがよくあ ります。

くぐり抜 けなけれ ばな らないのです。

ジ ョセ フ ・ス ミスの人 生 は， まさ し くこの原則 を実証 す

る もの と言 え まし ょう。ジ ョセ フ・ス ミス は1838年 か ら1839

年 に か けて の冬 に リバ テ ィーの獄 に捕 らわ れてい ま した。

外面 的な状 況 か ら判断 す る限 り，お そ ら くこの時期 ほ ど彼

の人生 にお いて暗い時期 はなか ったで し ょう。聖徒 たち は

迫害 や略奪 に遭 い，殺害 され， また， お互 いの間 に も争 い

や背教 が見 られ ました。

私 たち はジ ョセ フ ・ス ミスが受 けた苦 難 を完 全 に は理 解

で きない と思 い ます。獄 の寒 さにつ いてで はな く， ジ ョセ

フ ・ス ミスが どれ ほ ど落 胆 してい たか とい うこ とにっいて

です。 ジ ョセフ ・ス ミス は御 父 と救 い主 にまみ え， モ ロナ

イ を はじめバ プテ スマの ヨハ ネ，ペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネ

な ど多 くの天使 の訪れ を受 け ました。 そ のよ うな経験 によ

って，苦 しみがい くらか和 らげ られ たので はないか と，皆

さん は考 える ことで しょう。

ところが実 際 は， その ような経験が あ ったため になお さ

ら苦 しみが増 した ので はないで し ょうか。 と りもなお さず，

ジ ョセ フは神 が 自分 を救 い 出す こ ともで きる とい うことを
なんじ い ず こ

よ く知 って い ました。 ジ ョセ フが 「お>神 よ，汝 は何所 に
おわ かくれが おお

在 したもうや。神の隠家 を蔽える大幕何所 にありや」(教義

と聖約121：1)と 主に叫んだのは， このような背景があっ

てのことだったのです。
く もん

この苦悶の叫びに対 して主 はこのようにお答 えにな りま

した。「わが子 よ，汝心安かれ。汝の不幸汝の困苦はただこ
つか

れ束 の間 な り。」(教 義 と聖約121：7)そ し て こうつ け加 え

て お られ ます。「わが子 よ汝 この事 を知 れ，すなわ ち これ皆
よ

汝 に善 か らんため，汝 に経験 を与 えん ための ものな り，と。」

(教義 と聖約122二7)

「汝 に善 か らん ため」』とは どうい う意 味 で し ょうか
。 そ

のよ うな経験 が どう して ためにな るので し ょうか。 かつて

教会幹部 の職 にあ ったB・H・ ロバ ー ツ長老 は，1842年 に

ジ ョセ フが 同 じような経験 を した ときどう対処 したか を説

明 し， そ の点 につ いてひ とつの示唆 を与 えてい ます。

「人生 の試練 は
， それが人 の心 をかた くなにす る もので

ない限 り必ず ため にな る。試練 の さなか にあった 日々， 予

言者 はい っそ う心や さ し く， すべて の人 に対 して思 いや り

深 くなったように思われるし，蜜的に最 も高められたのは

間違いない。 これを読んで，神の霊感により，ジョセフの

理解力が一層深 まったことを疑問に思 う者はいないはずで

ある。」(ジ ョセフ ・スミス 「教会歴史」全7巻 ，5：28)

主 はジョセフに 「これ皆汝に善か らんため，汝 に経験を

与えんためのものなり」 と言われた後， さらにこう言われ

ました。「『人の子』は一切 これらの ものの下に身 を落した

り。汝 は彼より大いなるか。」(教 義 と聖約122：8)

救い主がゲツセマネで苦しみを受けられたのは，ひ とっ

には試練や苦難 を経験する私たちに対 して救い主が限 りな

い思いや りを覚 えるようになるためで した。ゲツセマネで

の苦悩 を通 して，救い主 は完全な判士たる資格を得 られた

のです。最後 の審判の 日に救 い主のもとへ行 って，「あなた

に私の苦 しみがおわか りになるはずはあ りません」 と言 う

ことはだれひとりで きません。私たちの受ける試練が どう

いうものか，救い主は私たち以上 によ くご存 じなのです。

なぜなら救い主 は 「一切 これ らのものの下 に身を落」 とさ

れたか らです。

愛す る御子がゲツセマネの園で苦悩 してお られる姿を，

慈悲深い天父 は見ておられました。救い主は叫んでこう言

われ ました。「わが父よ， もしで きることでした らどうか，
さかずき

この杯 をわたしから過 ぎ去らせて ください。 しかし，わた

しの思いのままにではな く，みこころのままになさって下

さい。」(マ タイ26：39)

御子の嘆願を拒絶せざるを得なかったときの御父の目に

浮かんだ涙を想像することができるで しょうか。 また十字

架上の救い主を見捨て，「わが神，わが神，どうしてわたし

をお見捨てになったのですか」，(マルコ15：34)と いう御子

の叫びを耳にした御父 は涙 を流 されました。そのときの御

父の気持 ちが どのようなものであったかを理解できるで し

ょうか。 ところが父なる神 と御子イエス ・キリス トが涙を

流されているにもかかわらず，罪人たちは笑ったのです。

私たち自身のゲツセマネ

私たちはそれぞれ自分 自身のゲツセマネを経験 しなけれ

ばなりません。聖徒にとっても罪人にと、って も，おそらく
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わが子 の死ほど大 きな苦難はないで しょう。私の知 り合い

のある父親 は，10歳 になる娘 を事故で失いました。父親 は

その知 らせを聞いてからす ぐに，娘へあてた手紙を書 きま

した。その手紙を読む と， この善良な父親が，福音の知識

と慰 め主からの賜のおかげで， この苦難を通 してみずか ら

を聖める経験 をしたことがわか ります。 もし福音の光がな

かったら，まった く違 った思いを抱いた ことでしょう。(本

人の許可を得て，その手紙 を引用 させていただきます)
「もしよかったら

，聞いて ください。パパ とママはうれ

しかったとき，悲 しかった ときにこのようなことを考えて

いたのです。

お前は我が家の光の天使でした。この世 を離れるときで

さえ，お前はこの別れが一時の別れであって，決 して暗い

悲 しみでないことを教 え，私たちの心 を清めて くれました。

家から遠 く離れた このホテルの部屋で，たった今お前の死

を聞いて も，パパはお前が本当は家にいると信 じています。

もう今までのように不 自由な体で苦 しむこともな くてよか

ったね。お前 は不平ひ とつ こぽす ことな く生 きた。本当に

立派で した。

ママ もパパも7人 の子供たち も皆，お前がいて くれたお

かげで随分成長しました。お前は生 まれてす ぐ特別な治療

を受けな くてはなりませんでした。そこで私たちはいろい

ろなことを学びました。不安や未知の ものを受け入れるこ

とや，心身の問題 を抱えた人々をもっとよ く愛すること，

天父に願い求めることなどです。天父のことは，今 は私た

ちよりもお前の方が もっとよく知っているね。お前 は大 き

くなるにつれて，意志の強さを教 えて くれました。 ミルク

をこぼしたってむしろ当然 だったのに，一度 もそんな こと

はしなかったね。丸1年 の問，つづ り方ではいつもほとん

ど満点だったし，算数にもねばり強 く取 り組みました。本

だって，ママ と一緒に，文句ひとつ言わず毎晩読んでいま

したね。 そうです，私たちはできる限 りのことをしてお前

の勉強を助けたい と思ったのです。でも，私たちがお前か

ら教わったことは，本 に書いてあるような ことではありま

せん。筆で記すことは到底で きないほど神聖なことばか り
ρ

です。

家族 みんなの ために祈 ってい ます。 主 は もうしば ら く私

たちが この世 に とどまる ことを望 んでお られ るので す。 ま

た， ふ さわ しい者 とな ってお前 と再会 し，完全 な身体 とな

ったお前 の姿 を見 られ るよ うに祈 ってい ます。 ああ， どん

な にか お前 と もっ と一 緒 にいたか った こ とか。『パパ大 好 き

よ』 と言 って くれ たあ の声 を聞 けた らどんな にいいだ ろ う

か。 またお前 を強 くこの胸 に抱 きしめ る ことがで きた らど

ん なに うれ しいだ ろうか。 そ う， き ょう は特 にね。」

精練の火

あなたが大 きな苦難 に遭って涙を流しているときに，ほ

かの人が罪人 と一緒 に笑っていても，自分が くぐり抜ける

べ き精練の火をのろってはいけません。試練 も神から与え

られたものであ り，最終的にはあなたが完全 になるために

役立つのです。私たち末 日聖徒 もあえて楽 しくないことを

求めるわけではありませんし，苦 しみや苦労を望んで もい

ません。けれども，試練や苦難はだれにもあり，それ らを

通 して心を清め，昇栄に向かって成長できることを認識 し

ています。

ここまでは悲 しみや苦 しみの涙 について述べてきました。

次 に違った種類の涙についてお話 しします。 この種の涙 は

聖徒だけのもので，罪人 には縁のないものです。

私が長老定員会の会長会 の職にあった ときです。私たち

はいくつかのあまり活発でない家族に働 きかけていました。

ある夫婦 との個別面接で，私 はもうそろそろ家族で神殿 に

行かれてはいかがで しょうか と尋ね ました。

とても信 じられなかったのですが， はい， という答 えが

返ってきました。

私たちは泣 きました。

その家族は，ステーキ部大会 の土曜の夜の集会で自分た

ちの 「改宗」 について語 りました。愛の込 もった話 を聞い

て，私は涙を流 しました。その家族 と一緒に神殿へ行 くと

きまでには，涙がかれて しまったと思った くらいです。彼

ら夫婦 と美 しいお嬢 さんたちが聖壇 にひざまずいて，今 も

永遠 にわたって も結び固められる姿 を目にしたとたん， ま

た涙があふれて きてしまいました。

管理監督会に召 されて間もな く，叔父か ら手紙が来 まし

た。このような文面でした。「親愛なるグレン。先週 の日曜

日，テレビで君の姿を見 ました。ゆ罪人のこの私が総大会を

見てどんな成果があったかわかるで しょうか。」

その夏，叔父夫婦は金婚式を祝いました。お祝いが済ん

でか ら，私は叔父夫婦を車のところまで送 りながらこう言

いました。「もしソル トレーク神殿で私に会いたかったら，

喜んでおふたりの結び固めをさせてもらい ますよ。」

それから1年 が過 ぎました。 ある夜遅 く帰宅すると，こ

んな伝言が置いてありました。「電話 をください。何時にな

っても構い ませんか ら。叔父 より。」

電話 をかけると叔父はこう言いました。「グレン，金婚式

の ときに君が申し出て くれたソル トレーク神殿での結び固

めの話なのだが，受 けようと思ってね。」

「本気なんですか?そ れでいっ?」

「12月にお願 いするよ。それまでには私 もふさわしくな

、



れると監督 は考えているみたいだね。」

私はまず叔父夫婦 を結び固め，それからふた りの息子 を

叔父夫婦 と結び固めました。結婚 して51年 たって，ようや

く叔父夫婦 は神殿のすばらしい祝福 にあずかったのです。

家族みんなが涙を流していました。

大管長の涙

エズラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長は， しばらく健康を損

ねておられましたが，ある日月例の神殿での集会で再び教

会幹部の前に立たれました。ベ ンソン大管長 と一緒に集 っ

たのは，2カ 月ぶ りのことで した。大管長は私たちに愛 を

伝えてからこう言われ ました。「兄弟の皆さん，こうしてま

た皆さん と同席できて大変 うれしく思います。」そして涙 を

流されました。

救い主は二一ファイの民への訪問を終 えようとするに当

たって，民の愛 と信仰に深 く心 を打たれました。救い主は

ご自分がもう行かなければならないと告げたばか りでした

が，群衆 をご覧になると，「群集 は涙を流してイエスに今し

ばらく自分 らと共 に居 りた まえと言わんばか りにイエスを

じっと眺めていた。

そこでイエスはかれらに向ってまた 『見 よ，わが胸 は汝
あふ

らに対 す る憐 み にて盗 るるばか りな り』」 と言わ れ ました。

(III二一 フ ァイ17：5-6)

そ してイエ ス は病 め る者 を癒 され，病 を癒 され た者 は「イ

エ スの足 もとに伏 してイエ ス を拝 んだ。 そ して… …涙 で イ

エ スの足 をぬ らした。

それか らイエス は，人 々 にそ の小 さい子 たち を連 れて来

よ と仰 せ になっ た。

そ こで人々 はその小 さい子 た ちを連 れ て来 て イエス を と

りまいて地上 にす わ らせ た。 … …
おい ゆえ

ここに於 てイエ ス は 『汝 らはその信 仰 の故 にさいわい な

り。見 よ，今 わが喜 び は満 ち溢れ た り』とかれ らに言 って，

涙 を流 した もうた。 …… イエス はそれか らかれ らの小 さい

子供 たち を一人 一人近 よせ て これ に祝 福 を与 え， かれ らの

ため に御父 に祈 りた もうた。

そ して これ をして しま うとまた涙 を流 した もうた。」(III

二 一 ファイ17：10-12，20-22)

ブ ル ー ス ・R・ マ ッコ ンキー長老 は，亡 くな られ る数週

間前の総大会 で， この涙 につい て述 べて い ます。 それ は，

今 まで に聞 いた ことの ない力 強 い証 で した。 みずか らの死

への旅立 ちが近 い こ とを よ く知 ってい た この特別 な証 し人

は次の よ うに語 ってい ます。 「イエ ス ・キ リス トに関 して，

イエスが生 ける神 の御 子 であ り， この世 の罪 のため に十字
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架 におかか りになったお方であることを証 します。イエス

は私たちの主であ り，神であ り，王であられます。 これは

人か ら教 えられたのではな く，私 自身が 自分の体験 を通 し

て得た知識です。

私は主の証 し人のひとりであり，いつの日か主の手 と足

の釘跡に触れ，主の足 を涙でぬ らすことでしょう。」(『ゲツ

セマネの清めの力』「聖徒の道」1985年7月 号，p.11)

このすば らしい説教をその場で聞 くことので きた私たち

は，マッコンキー長老が説教壇に立 ってそのような涙を流

されたと証することができます。 あの涙 は決して悲しみの

涙ではな く，大 きな祝福が待ち受 けていることを感 じた喜

びの涙だったのです。

マ ッコンキー長老がお話をされるちょうど前 日に，私 は

管理監督会への召しを受 けました。マッコンキー長老がお

話 しになった翌 日，復活祭 の日曜日の朝5時 に，その日の

午後に話す説教の原稿を書いていました。マ ッコンキー長

老の力強い説教 を思 うと，自分の弱さや無力さを痛感 して

気が滅入 りそうでした。 けれ ども，今 までの自分の人生で

起 きたことをいろいろと思い巡 らしているうちに，自己不

信は消 え，心の平安が戻 ってきました。そして，自信 と永

遠の喜びがわ きあが り，涙があふれてきました。

そのとき話 した事柄の中か ら， もう一度お話 しするのが

よい と思われ る箇所 を書 き留めてみました。「私 は主イエ

ス ・キ リス トを愛しています。 また，主の蹟いにより私の

心が変 えられてい くことを快 く思っています。……以前，

私は闇の中にいました。しか し今は光 を見ています。 また，
一度 は確信を失いました。 しかし今 は，主は何で もおでき

になることを知 っています。そして，以前は恥入っていま

したが，今 は 『肉体が燃 えんばか りに，〔主の〕愛』(II二

一ファイ4：21)に 満たされ， 『その慈愛の御腕に抱かれ』

(II二一ファイ1：15)て います。」(『主を信頼する』「聖

徒の道」1985年7月 号，p.80)

私 は今 もあの復活祭の日曜 日と同じ気持ちです。主の愛

を知った喜びの涙がほおをつたいます。

聖徒 と共に涙を流すよりも罪人 と一緒に笑った方が よい

一私は決 してそうは思いません。福音の喜びを味わった

人 は， もうつまらない世界に戻 ることはありません。 どん

なに努力 しても， どこへ旅 して も， この世が与 える喜びに

は， どこか空 しさが残 ります。 この空しさは，みずからを

永遠の真理 に調和させ，神の定められた律法 に従って生活

す る以外に埋 めることはできません。

理解力が深 まるにつれて，私たちは悟 ります。悲 しみの

涙 も実はこの上な く美 しい涙であり得ること，そして，最

後には永遠の喜びの涙に変わることを。
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何日か過ぎましたが，ローラは昏睡状態のままでした。カールは

その間，1度 も病院の外へ出ませんで した。そのようなストレス

が続けば，大抵の人は精神的な変調をきたすものです。しかしカ

ールはその礼儀正しい態度を少しも変えることなく，悲しみの中

にあっても私たちにその高潔な人格を示してくれました。

ローラ ・ハ ミル トンは当時62歳 で，長い間病床 にありま

した。糖尿病がもとで目はほとんど見えず，その上ひどい

関節炎を患い，心臓 と肺 にも慢性的な疾患を抱 えていまし

た。そのためか， とてもやつれて，年のわ りには老けて見

えました。

夫のカールは妻の病気を少 しも重荷 とは思 っていません

でした。彼 は健康で，元気 はつ らつとしていました。実際

の年より10歳 は若 く見え，農業経営者 として忙 しく働 いて

いました。私がふた りと接 したのは2年 問だけでしたが，

その間カールはいつ も妻 を慰め，いたわることを第一に考

えていました。

ローラの世話 をするには，実に多 くの時間が必要で した

が，カールはそのほとんどの仕事 を， 自分自身で，いつも

元気 に，また熱心に果たしました。それで も，結婚 した子

供たちが助けを買って出ることもありました。 ローラにと

っては，病院よりも家 にいるときの方が， よい看護を受け

られることが多い くらいでした。

ローラは2年 の間に4度 ，しか もかなり長期にわたって

入院しました。カールは病室のいすや折 りたたみ式の簡易

ベッドで寝なが ら，いつも彼女に付 き添ってい ました。病

院の外でゆっくり食事をしたのは，子供たちが手伝いにき

てくれた ときだけで した。それでも，彼の口か ら，看護婦

や病院の職員に，またほかのだれに対 して も口やかましい

言葉 を聞いたことは一度 もありませんでした。逆 に，カー

ルは私たちをほめ，感謝するだけで した。

しかしローラが最後 にひ どい発作を起 こしたときには，

カール も疲労で倒れる寸前 までいきました。その とき彼 は
こんすい

昏睡状態のローラに神権の祝福 を施 しました。驚いたこと

に，彼は祝福 の中で，ローラの体の機能が完全に回復する

と約束 しました。その祝福の言葉を聞いた私たちは，彼女

の命を長 らえさせ るために，ありとあらゆる手段を尽 くし

ました。

何 日か過ぎましたが， ローラは昏睡状態のままでした。

カールはその間，1度 も病院の外へ出 ませんでした。 日増

しに緊張 と苦 しみの表情が募 り，カールも落胆の色を隠す
しようすい

ことがで きませんで した。私 は，その憔 俸 し きった顔 を見

て，ひ ょっ として何 も食 べ ていな いので はないか と思 った

ほ どで した。 ゆ っ くり と休 め るこ とはほ とん どな く， とぎ

れとぎれの短い時間に仮眠するのが精一杯で した。ローラ

の激しい息遣いに少しでも変化があると，そのたびに目を

覚 ましては彼女の様子を見るようなことが何度 も続 きまし

た。

そのようなス トレスが続けば，大抵の人 は精神的な変調

をきたす ものです。 しか しカールはその礼儀正しい態度を

少 しも変えることな く，悲 しみの中にあっても私たちにそ

の高潔な人格 を示 して くれ ました。

ある土曜 日，私 はカールとローラのいる病室を出て，医

師の休憩室 に戻 り，いすに腰 を下 ろしました。そしてカー

ルが味わっている苦しみと悲しみについて考えると，目に

涙があふれて きました。

私は頭 を垂れ，医師 として自分 にで きることが何か残 さ

れていないか どうか， また何かや り残 したことがないかど

うかを示 して くださいと天父に祈 り求めました。そして，

ローラに与えられた神権 の祝福 について も主に尋ね ました。

なぜカールがあのような約束 をしたのか，本当に霊感 を受

けて語 ったのか，理解で きなかったからです。

その とき，私の心の中にひ とつの考 えが思い浮かびまし

た。それは，ローラの体が完全に元 どおりになるには，次

の世へ行 く以外にない ということでした。以前にもそう考

え， カールに話 したことさえありました。 しか しこの とき

は，大 きな喜びの感情を伴 って，思い浮かんで きたのです。

私 はローラが完全 に元 どお りになった体で，明る く楽 しそ

うにしている様子 を思い描 くことがで きました。

悲 しみは去 り，聖霊以外にはもたらし得ない喜び と安 ら

ぎを強 く感 じました。

ローラが安 らかに永遠の眠 りについたのは，それか ら数

時間後の ことでした。そしてカールも病院を後 にして，家

に戻 りました。

私 は，愛 と犠牲 という言葉の本当の意味を模範を通 して

教えて くれたカールに感謝 しています。また，悲 しみに打

ちひしがれ，信仰 まで も揺 らいだときに，啓示を通 して安

らぎと新たな確信 を与えて くださった神に心か ら感謝して

います。□

*ス タントン ・マクドナル ド ：医師。 ヒーバー ・ユタ東ス

テーキ部会員。
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キワストのごヒき愛に至る遵

ア ン ・N・マ ドセ ン

物
心つ き始めたころの思い出 として私の心 に残ってい

るのは，父親 のことです。父は争い ごとの仲裁 にか

けては，非常に優れた人で した。家族の中でいさかいがあ

ると，「もっと広い心を持 ちなさい，同じ人はだれ もいない

んだ。人 は皆，それぞれに違 う。で もそれは決 して悪いこ

とじゃない」と言って，私たちの心 を静めて くれた ものです。

人間はそれぞれに異なる存在だ ということを私が理解す

るきっかけになったのは，父の言葉を覚 えていたか らだと

思います。

ゴー ドン・B・ヒンクレー副管長 は，私の父が教 えた原則

にも関連するひ とつの問題 を取 りあげ，次のように述べて

います。「今の社会 は批判の社会です。……人の欠点を探す

のは簡単です。また……よほどの自制心が必要です。真理の

敵 は私たちを分裂 させ，私たちの中に批判の態度 を植えつ

け，できるものならば私たちを神から授けられた目標から
こ し たんたん

そらさせようと虎視眈々 とねらっているのです。そのよう

なことを許 してはな りません。」(『教会員数500万 到達

発展への道 しるべ』「聖徒の道」1982年7月 号，pp.85-86)

あら探 しや他人への敵意が当たり前のようになっている

このすさんだ時代にあって，私たちはどう対処 してい くべ

きなので しょうか。毎 日経験する不和や， 自分の欠点にど

う対処すべ きで しょうか。

私 は，信仰箇条の中のふたつの語句 に，その答えの一部

が示 されていることを指摘 したいと思います。信仰箇条の

第11条 にはこう書かれています。「われ らは，自らの良心に

従い，全能なる神を礼拝する特権あ りと主張す。 また，わ
い ず こ

れ らは，すべ ての人々 にこの特 権 を許 し，何 所 な りとも，
い か よう

如何様な りとも， または何な りともこれを礼拝することを

妨げず。」

「すべての人々にこの特権 を許 し」 という表現が，宗教

面における寛容の精神 をうたった ものであることは言 うま

で もあ りません。私 はこれを，あ らゆる形の寛容の精神 を

包含するひ とつの福音の原則であると考えたい と思います。

私の父 もそのことを私に理解させたかったのです。

もうひ とつは信仰箇条第13条 の中に書かれている 「われ

らは……すべての人に善を行 うべ きを信ず」 という語句で

す。 これは第11条 の 「すべての人々にこの特権 を許 し」 と

いう語句 とも関連があ ります。

「すべての人 に善を行 う」 とい うこの表現 は 「すべての

人々にこの特権 を許す」よりもさらにひ とつ上の段階につ

いて言っているのではないで しょうか。 その特質は，慈悲

の精神，あるいは救い主が持ってお られるような愛 と呼ぶ

ことができるかもしれません。私は，寛容 は慈悲に通 じて

い くと信 じています。 また，寛容の精神な くして，キリス

トのような愛を身につけることはで きない と信 じています。

そのような近道 はないのです。

寛容の反対 といえば，不寛容あるいは独善 という『ことに

な ります。これ らは， ヒンクレー副管長が語ったあら探 し

や批判に類するものです。私たちが ときどき周囲の人々に

対 して批判的になったり，不寛容 になった りするのはなぜ

でしょうか。

それは，私の父が指摘 した個々の人間の相違に起因する

のではないで しょうか。私たちは表面的な相違点 を見て，

自分 と他人 との間に壁 を作 って しまい ます。そして，同 じ

ような服を着た り，同じような考え方や行動をした りする

人に対 しては好ましい感情 を抱 くのですが，そうでない人

には違和感 を覚えてしまうのです。

たとえば，身体的な障害などを見て，違和感を覚 えるこ

ともときにはあるのではな吟で しょうか。 もちろん，そう

した相違点についてあか らさまにとやか く言うような人は

ほとんどいません。 しか し，そのような違和感 を克服 して，

自分から親 しい関係 を築 こうと努力する人 は，はたして ど

れほどいるでしょうか。福音 は，私たちの内に秘められた

永遠なるものは，いかなる肉体的相違にも影響 されない き

ずなをもたらして くれると教 えています。

人々の間には年齢の差 という相違点がありますが，これ

は取 り立 てて問題にすべ きもので もあ りません。私 は35歳

の ときに，深 く尊敬 していた82歳 のある老婦人から，「あな
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た と友達 になれてとてもうれ しい」 と喬われたことがあり

ます。愚かなこと1こ，私 はそれまでいわゆる ド年齢 の壁」

を超 えた友鷺が存在するなどとは考えてみたこともありま

せんで した。しか1.、よく考えてみれば，私の知識の多 くは，

年 ヒか年下かに関係な く目分 より優れた人々かク学んだこ

となのです◇

相違点とはいっても，先 に述べた身体的な相違のように，

人間同士の関係に何の障害にもならないものもあ ります。

文化的な相違 と呼ばれ るものも，●ほとんどがそ")類 のもの

です。この教会 は全世界に広がる教会であり，異なる文化

的背繋を持つ人々が数多 くいます。 ＼

このような ことを理解 してお くと， ほかの重要な相違点

においても，人々と艮好な関係を保つ助けとな ります。そ

の攣要な相違点には，価値観，定義，真理，また私たちが

証 と呼ぶ宗教的磁信 の裏づけとなる体験なども含 まれます。

確かに，私たちは真理に圃 くつかなければな りません。 し

かし，真理を覧容，慈悲，愛の精神を妨 げる障壁 としては

なりません。人々を受 け入れ，愛するとはいって も，彼 ら
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に努力 しなければな りません。善良な人であっても，誤っ

た考え方をすることがあ り得るのです。

また異理を簿 り，正 しい真実の原則を知 っているという

だけの理 痴で，すべての未懸聖徒がほかの人々よりも優れ

ているとか，正しいということにはなりません。確かに，

神の翼 の教 えを知 っていることには， それな りの意我があ

ります。 しか し，本圭善に大切なのは，知識を得ているとい

うだけでな く，その知識を実践す ることなのです。 ジ灘セ

フ・ス ミスは次のように教えています。1正 義を行なってい

る人々は皆，濤分 たちの正 しさを懇慢している。 これは，

私たちの心を独善的な気持ちで満 たして，入の心の成長を
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り，批判 したり，不正に裁いたりしているのを見て，大い

に喜んでいるに違いありません。

私 は何年 も前 に初等協会で教 えた11歳 の少年のことをよ

く思い出します。彼は 「問題児」 というレッテルを張 られ

ていました。 しかし，彼 を理解するにつれ，私 はそのレッ

テルが不当なものであることを知 りました。福音 に対する

知識が豊富で， レッスンの内容 に退屈 していただけだった

のです。ですから，彼の必要を満 たすレッスンを行なうだ

けで問題 は解決で きたのです。

私たちは， 自分自身 を変え，悔 い改めをしている兄弟姉

妹を受け入れ るだけの広い心 を持 っているで しょうか。彼

らがその生活 を変えた後 も，いつまでも同 じレッテルを張

ったままにしてはいないで しょうか。

最近，ある人が教会法廷で破門にされ，悔い改めの気持

ちのない まま，怒 りのうちに教会を去 ったということを聞

きました。もしその法廷に出席 していたら，「まあ，ゆっ くり

頭 を冷やす ことだね」な どと言う人が結構いるのではない

でしょうか。また，「これでうるさい人がいな くなって助か

った」などと考える人 もいるか もしれません。しかし，ある

高等評議員 はその後数年間，彼が罪 を悔い改め，再び教会に

戻って活発 になるまで，週 に3度 訪問 し続 けた といいます。

破門されて間 もない人 もいれば，長い期間を経た人 もい

ます。私たちはそのような人々にどう接 したらよいので し

ょうか。「未婚の母」に対 してはどうで しょうか。麻薬やア

ルコールの問題 と戦 っている青少年，あるいは伝道 に出る

年代の若人 に対 してはどうでしょうか。イザヤ書1章18-

19節 の勧めに従ってみてはどうでしょうか。
たがい

「主 は言わ れ る
， さあ， われ われ は互 に論 じよ う。 た と
ひ

いあなたがたの罪 は緋のようであって も，雪のように白 く
くれない

なるのだ。紅 の ように赤 くて も， 羊の毛 の ようにな るのだ。

もし， あなたがたが快 く従 うな ら，地 の良 き物 を食 べ る

こと力雪で きる。」

これ は福 音 の教 えの中で も特 にす ば らしい メ ッセー ジで

す。 しか し，私 た ちが愛 を もって手 を差 し伸べ な けれ ば，

まった く伝 える こ とので きないメ ッセ ージで もあ ります。

ほかの宗教 を信 じる人 ヒ対 して は， どう接す るべ きで し

ょうか。私 たち は教義 と聖約108章7節 に書 かれ てい るライ

マ ン ・シャーマ ンヘ の勧 告 を実践 す る ことが で きるで しょ

うか。
ゆえ

「この故 にすべ ての談 話 によ り
，すべ ての祈 りに よ り，

おこない

すべての訓戒により，すべての行為によりて，汝の兄弟た

ちを強 くすべし。」

この聖句には 「すべて」 という言葉が4度 出てきます。

例外が認められる余地 はまった くと言ってよいほどありま

せん。

もし私たちが忍耐心を身につけ，すべての人に対 し，彼

らが自分な りのぺ一スで真理を理解 してい く姿をおお らか

な気持 ちで受け入れることがで きるようになるなら，救い

主の慈悲 と愛にさらに大 きく近づ くことがで きるようにな

るでしょう。救い主はご自身を十字架につけた人々に対 し

ても敵意 を抱 くことがあ りませんで した。救い主の模範 は，

いつの時代 にあって も，寛容の精神から慈悲 と完全な愛 に

至 る道を示 しています。救い主 はご自分 に敵する人々への

怒 りをあお り立てようとする企てをすべて退けられ ました。

そして 「わたしがこの地か ら上 げられる時には，すべての

人 をわたしのところに引きよせるであ ろう」(ヨ ハネ12：

32)と 言い，私たちが悔い改めることがで きるよう， ご自
ささ

身をいけにえとして捧 げられたのです。

私たち も救い主の模範 にならって愛 を示そうではあ りま

せんか。□
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⑭家庭訪問メッセージ⑭

すべての教会員は宣教師

目的 末日聖徒は皆優れた宣教師になれるこどを

思臼起こさせる。

「す べ ての造 られ た ものに福 音 を宣 べ伝 えよ」(マル コ
16二15)と い う主 の戒 め は， 古代 の弟 子 たちだ け

で な く，現代 の私 たちに も当て はまる ものです。エ ズ ラ ・

タフ ト・ベ ンソン大管 長 は こう言 って い ます。 「私 たち は も

っ と真 剣 に伝道活 動 に取 り組 む必要が あ ります。… … これ

までめいか なる時代 の人 よ りも，私 たち は多 くの ことを期

待 されてい ます。」(「聖徒 の道」1985年7月 号 ，p.6)

よ く備 え られた宣教 師 とな るた めに は どうした らよいか

とい う点 について， モーサ ヤの4人 の息子 は私た ちに良 い

例 を示 して い ます。彼 ら も人 々 に伝 え る ことに恐れ の気持

ちを抱 い たに違 い あ りませ ん。 しか し，備 え をす るにつれ，

「レー マ ン人 の所 へ行 って神 の道 を宣 べ伝 え る勇気 が 出

た」 のです。(ア ルマ17：12)

彼 ら は罪 を悔 い改 め，福音 に従 お う と心 か ら努力 しま し

た。(モ ーサ ヤ27：32-37参 照)「 神 の道 を知 るため に熱心

に聖文 を研究 し」， 「主 が その 『みた ま』 の幾 分か を下 した
み て

もうて 自分 たち と一 しょに行 かせ， ……神 の御 手 に使 われ

て……同胞 …… に真理 を悟 らせ」 る こ とが で きる ように断

食 を し， また祈 りました。(ア ルマ17：2-3，9)私 た ち

は彼 らの例 を良い模範 にす る こ とが で きます。

M・ ラ ッセル ・バ ラー ド長老 はこう述 べて い ます。 「伝道

す るた めに，遠 い街 に派遣 され た り， 見知 らぬ国 に出か け

た りす る必要 はあ りませ ん。 私 たちの近所 の人，友人 ，知

人， 家族，親戚 ，道 を歩 いてい る人， 皆福音 の メ ッセー ジ

を伝 えるべ き人 々で す。」

バ ラー ド長 老 は，伝 道 の進 め方 につい て， 私 たちの助 け

§ 心

になる有益な手順 を示 しています。 まず初 めに，よく祈っ

て，特定 の日を定めます。その日までに福音の教 えを聞 く

ことができるようにだれかを備 えさせ るのです。次に福音

を分かち合 うよう主から望まれている人々について，断食

と祈 りを通 して導 きを求 めます。バラー ド長老 はこう約束

しています。「主の霊感 を受 け，特別な霊的経験 をなさるこ

とで しょう。……主 は，この業 について皆さんの目を開か

せて くださいます。……思って もみなかった人の名前を思

い起 こさせて くださるのです。……何 を言いどのように接

するべきかがわかるようにな ります。J

主の導 きを求めて，伝道活動 を行なうなら，自分自身 と

ほかの人々の生活に大 きな祝福 をもたらす ことがで きます。

バラー ド長老 は，「天父の子供 の生活に，イエス・キリス ト

の福音の光をもた らすことに匹敵す る喜びはあ りません」

と述べています。(「聖徒 の道」1985年1月 号，pp.16-!8)

訪問教師への提案

1.ア ルマ17;26章 を読 む。備 えをしてか ら伝道の業に働

くという点において， どうしたらモーサヤの息子たち

の模範に従 えるかを話 し合う。

2.教 会員でない人やお休み会員 と福音を分かち合ったと

きの体験 について話す。訪問先の姉妹に，福音を分か

ち合える可能性のある人 について，導 きを祈 り求める

よう勧める。

(「家庭 の夕ベアイデ簾Pμ10H臥208-209参 照)〃
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◆ カ ー メ ン ・B・ビ ング リー ◆

ワ
ー ド部 内に車いすの生活をしている12歳 の少年を抱

えたある監督 は，巻 き尺を持ってその子の家を訪ね

ました。歩 くことも物を運ぶ こともで きないその少年のた

めに，心あるこの神権指導者は，車いすの大 きさを計 り，

そこに聖餐 の トレイをのせる木製の棚を取 りつけたのです。

こうして，毎週神権者が交替で車いすを押 し，少年が聖な

る記念のパンと水 を人々に配ることがで きるようにな りま

した。そして， ワー ド部 の会員たちはすばらしい愛の模範

を目にすることになったのです。

特別な助けを必要 とする会員の中にも，その人柄，能力

のゆえに，人々か ら愛 され，認 められている人々がた くさ

んいます。それはほとん どの教会の指導者や会員たちが積

極的に助 けていることか らもわか ります。 けれ ども私たち

はときどきみずか らの無知 を思い知 らされた り，不安を抱

いてしまうことがあ ります。ではそうした誤解に目を向け，

それらをどう解決 していった らよいか考 えてみましょう。

誤解1： ワード部内には障害者が数人 しかいないので，
「特別な必要」を持った人がどういう人なのかよくわから

ない。

事実1： 教会員の総数に対する障害者の数の割合は，全

人ロに対する障害者の割合とほぽ同じです。地域によって

は相当数にのぽることもあります。

助けを必要 とする会員がそれほ ど多 くいると言われなが

ら，教会内であまり見受けられないのはどうしてで しょう

か。 これには少な くとも次のふたつの理由が考えられます。

まず，障害のある人々の多 くが外見上障害 を抱えている

ようには見えないという、ととです。目の不自由な人や車い

すの利用者など，一見 して はっきり障害のあることがわか

る人の割合は小 さなものです。 ところが，外見上 はまった

く正常に見えても，学習機能や知能の障害，発声や聴力の

障害，あるいは行動の障害などの障害 を持った人がかな り

た くさんいるのです。

もうひ とつの理由は，障害 を持った人があまり教会に足

を向けたが らない ということです。 自分の心 に次のように

問いかけてみて ください。教会 に行って も居心地が よくな

かった り，何が行なわれているかわか らなかった り，参加す

る機会が まった くない としたら自分 は教会に行 くだろうか。

誤解2二 障害があるために教会に来れない人もいるが，

それはほかの会員の活動に大 した影響を及ぽさない。

事実2二 障害を持つ人が教会で活動するならぱ，それは

本人の家族全員に影響を及ぽします。

心身に障害を持つ人々 は，敬遠 されていると感 じたり，

周囲の配慮 に不快感 を抱 くと教会か ら離れていきます。そ

うなると，家族のだれかが必ず家に残 り，その人の世話 を

する必要が生 じてきます。

ある知能障害の女の子 を持つ親が次のように述べていま

すが，その言葉か ら皆 さんは孤独感を感 じ取 ることができ

ないでしょうか。「精神病 の子供 を抱 えた家族 は寂 しい生活

をしています。精神病 は珍 しいことではありませんが，多

くの人 はこの問題をなおざりにするか，あるいは避 けたが

ります。また，障害者 を家族の恥であるとか，家族 に対す

る罰であると思っている人 もいるようです。」
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「障害者の問題に関心を向ける人 はまだほ とんどいませ

ん。」ある母親 はこう言 っています。「ワー ド部の会員たち

は， この問題についてあまり話 し合いをしません。家族だ

けが悩み苦しんでいます。私たちが経験 した限 りでは，教

会外の組織に援助 と指導を求めざるを得ないのです。」

またある特別な必要 を抱えた息子をもつ母親 はこう語 っ

ています。「新 しいワー ド部 に移ったとき，息子のように特

別な助 けの要る子供たちのためのクラスがあるか どうか監

督に電話で尋ねました。何度か尋ねたのですが，何の連絡

もあ りませんで した。そのあ と訪問教師やホームティーチ

ャーが，私 たちが教会に行かない理 由を尋ねて きました。

私はもう一度，私たちが抱 えている問題 を話 し，援助が得

られないか頼んでみました。 しかし何 日たってもだれから

も返事がありませんでした。そのうち，私たちは教会から

離れるようになったのです。私 は主人 と離婚 し，別の教会

に行 くようにな りました。その教会では毎週 日曜日に，障

害 を持つ子供たちのためのクラスを設 けていたのです。そ

こでは宗教 を問わず，だれでも歓迎 して くれました。」

幸いにもこの女性 は，後 に，宣教師 と出会 って教会員 と

なったある男性 と知 り合い再婚 しました。 その後家族は新

しい場所 に引っ越 しました。新 しいワー ド部の指導者たち

は，彼 らの必要に十分 こたえて くれたのです。 この家族 は

その後神殿で結び固められました。

以上の実例からわかるように，障害 を持ったひとりの人

の必要に対 して周囲がどのように対応するかが，家族全員

の生活や救いに大 きな影響 を及ぽすのです。私たちの愛や

関心 を必死に求めなが ら，いまなお悩み続 けている家族が

ほかにもた くさんいます。私たちが関心 を向けるならば，

もっとた くさんの人々が，幸せな生活を送ることができる

ようになるのです。(こうした困難 に立ち向かっている家族

に対する理解をさらに深 めたい方は，1984年10月 の総大会

におけるジェームズ・E・ ファウス ト長老の話 『神 のみ業』

〔「聖徒の道」1985年1月 号〕を参照 して ください)

誤解3： 自分の行動に対 して十分な責任をとれない人は，

福音を学ぶ必要がない。

事実3： 知能障害のある人々を含め，すべての人はでき

る限り福音の原則を理解 しなければなりません・それは，

この世の生活を救いの計画という観点から見ることができ

るようになるためです。

福音の原則を学ぶ ことによって，障害を持つ人々 は人生

における試練に耐え抜 く方法や安 らぎを得 ることができま

す。 また理解力が深 まり，忍耐や勇気，希望 を抱 き，ひと

りの人間 としての価値 を持ち，愛 されているという確信を

持つことがで きるようにな ります。

こうした善良な人々は，た とえ障害があっても，主の王

国においては大切な存在であることを認識する必要があり

ます。そのような人々に教え，共 に礼拝で きることは，私

たちにとってすばらしい特権なのです。

私が所属 しているワー ド部の初等協会の教師は，手話を

習いました。い くつもの重度の障害 を持つ9歳 の女の子 と

話ができるようになるためです。その教師 はこのように話

しています。「ヘ レンのような子供 に教える召 しは，私の生

涯で最 も大 きな課題ではあ りましたが，その報いも大 きな

もので した。私は心か ら心 に伝わるよう教 えていますが，

ヘレンの顔 をのぞきこむたびに，この世での生活が終わっ

た ら，神 と共 にいる彼女 のところに行 きたい と思 うので

す。」



障害を持った人々も，私たち

と同 じように愛され認め られ

たいと思い，共に喜びを味わ

いたいと願 っているのです。

ある若い女性の指導者 は，熱意 を込めて こう語っていま

す。「すべての若い男女 は今，主を礼拝することがで きま

す。何 も福千年や復活の ときまで待つことはあ りません。

自分な りの方法で，今できるのです。」

誤解4： 助けようにも方法がわからない。

事実4： 助けたい気持ちがあれば必ずできます。

助 けられない という思い込みがよ くない結果を招 きます。

ある父親はこう語っています。「監督が息子 の状態や，私が

このような状況にどう対処 しているかについて尋ねて くれ

たことはありません。 これ は本当に不思議な ことです。な

ぜなら，私 は幹部書記をしているんです。 それにホームテ

ィーチャーも我が家の子供の問題に触れたことがあ りませ

ん。大祭司のグループ リーダーでさえ，その ことについて

私 と話すのを避けているようです。

監督 やホームティーチャー，大祭司グループリーダーが

感受性のない不親切 な人 とい うのであれば納得 もで きます。

しかし，皆いい人たちばか りなんです。いろいろ考えてみ

てわかったのは， きっと何 をしたらよいのかわか らないの

だろうということでした。」

私はよく，良 きサマリヤ人のた とえ話の祭司とレビ人 の

ことを思い起 こします。道端に倒れていた傷ついた男の人

を見たとき，彼 らはなぜ道の向こう側 を通って行ってしま

ったのでしょうか。悪人 だったので はなく，ただ恐れをな

したのではないでしょうか。 どうすればよいのかわからな

かったのだと思います。つ まり思いや りが足 りなかったの

です。当然示すべ きであった慈悲の気持ちよりも，無視や

無関心，恐怖感の方が強かったのです。「彼 を見て気の毒に

思」ったのは政治上の敵であったサマ リヤ人で した。その

サマリヤ人 は男のために自分 にで きることをすべてなし，

それからほかの人に必要な手当てを頼 みました。(ルカ10：

29-37)

このサマ リヤ人のように，私たちもその気があれば助け

ることができます。必要なのは，困っている人に気づ くこ

とと，助けたい と望む ことです。障害を持 っている人々の
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こ とを， た また ま障害 を負 ってい るだけ と考 えて ください。

彼 ら も私 た ち と同 じ く，愛 されたい，認 め られたい，参加

したい と思 ってお り，私 たち と同 じ喜 び を味 わい たい と願

って い るので す。

誤解5： 心身に障害のある人々は能力に限界があるので

一緒に活動することはむずかしい。

事実5： 障害を持った人が，それぞれに合ったやり万で

参加する方法はたくさんあります。

教会のために個人があるのではな く，個人のために教会

があるということを忘れてはな りません。教会のプログラ

ムを個々の必要に合わせてい くには，感性 と霊感が求めら

れ ます。

私 は次のような人たちを知 っています。車いすの上から

ワー ド部を管理 している監督や，誇 りを持 って託児 クラス

で奉仕をしている精神的に障害のある扶助協会の姉妹，そ

してまた聴力に障害がありなが らも日曜学校の教師 として
ま ひ

働いている姉妹などです。 また首か ら下が完全に麻痺して

いる若い男性が，専任宣教師 として働 き，その伝道部では

200名 以上 もの改宗者が出たとい う例 もあります。

ある高等評議員 はこう言っています。「私は目が見えませ

んが，ワー ド部やステーキ部で大切な召しを受 けて きまし

た。人々は， ごく普通の人に接するように私に接 してくれ
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ます。障害があるために不都合なことは何 もありません。

しか し最初か らずっとそう一だったわけではありません。 こ

のように人々にわかってもらえるまで何年 もかか りまし

た。」

障害のある人が，ステーキ部長の召 しを受 けようと，集

会後の明かりを消す役 目を受 けようと，主の王国で働 ける

喜びに変わりはないのです。

誤解6二 障害を持つ人々を気の毒には思うが，正直なと

ころ，これ以上何か特別なことをする時間はとれない。

事実6二 障害者を助けるとは，何か新 しいブログラムを

設けるのではなく，これまでとは違う態度を示すことです。

今以上に時間をとるのではなく，今以上に心を向けるので

す。

数年前，私たちは家族で末 日聖徒のスカウ ト訓練キャン

プに参加 しました。年上の子供 たちは皆活動 に加わり楽 し

い時間を過 ごしていました。 ところが自閉症の9歳 の息子

ブライアンはとてもつ らい思いをしていました。そのカブ

スカウ トの行事では，言語障害を抱 えた人たちのためには

何 も計画 されていなかったのです。見た目は普通ですが，

実際には障害を持 っている息子が，うまく話せなかった り

行動できなかった りすることがありました。そのような と

ぎに人々が示 したいらだちや寛容さを欠 く態度 を見て，私

は心が痛み， 自尊心が傷つ き，落胆 しました。情 けない気

持ちがしたのは，周 りの人たちばか りでな く，息子 とて同

じだったのです。

そこで，キャンプでの扶助協会の集会の中で，私 はブラ

イアンの障害について説明し，いろい ろと苦難を乗 り越え

なが ら育てていることを話 しました。その後姉妹たちは，

自分の子供 たちに事情を話 して聞かせ ました。やがて1時

間 もしないうちに，キャンプ中の人がブライアンの ことを

理解 して くれました。

人々の接 し方があれほど大 きく変化 し，温かい愛の気持

ちを示してもらったのは初めてで した。そのとき私 は次の

ような確信 を強めました。教会の中にはほかの人の必要を
ちゆうちよ

知 りさえすれば，躊 躇 な くキ リス トのような愛を示すすば

らしい人々がた くさんいると。人々もそのような接 し方を

通 してさらにすばらしい人 に成長 してい くのです。
「カー トもまた運動機能障害 を持ったダウン症候群のス

カウ トです。」ある神権指導者はこう語ってい ます。「カー

トは私たちの団と一緒 に30キ ロほどのハイキングに出かけ

ました。16キ ロほど行 った所で彼の歩調が乱れ始めました。

しかし彼の前 にいた父親 と後 ろにいた隊長の助けによって，

最後 まで自分の足で歩 くことができました。私たちは彼が

到着するまで何時間も待ちました。

カー トとその一行の姿が見える と，みんなは促 されたわ

けで もな く，自分か ら声援 を送 りました。カー トは目的地

に近づ くと誇 らしげに走 りなが らこう叫びました。『や っ

た，やったぞ。みんなぼ くを応援 して くれた。ぼくにもで

きたんだ。』だれの目にも涙があふれていました。あの日の

教訓 は決 して忘れることがないで しょう。」

イエスはこのように言われました。「汝 らの中にて今病め

る者あるか。その者たちをここに連れ来れ。汝 らの中にて
な

足なえ，め くら，びっこ，かたわ，らい病人，疾 えたる者，

っんぼ， またはいかなる病 にてもあれ悩める者 は，その者

たちをここに連れ来れ，われは汝 らを憐 〔む。〕」(m二 一フ

ァイ17：7)

この慈愛に満ちた救い主は今 もなお生きておられ，たと

え障害や弱点が あっても，私たち一人一人を愛 して くださ

っているのです。私たちが主の足跡 をた どり，主の模範 に

従うことができますように。 また主の特別な子供たちのた

めに奉仕 したい という気持ちが高 まりますように。 さらに

恐れを克服 して憐れみの心 を持ち，彼 らを愛し，教 え，主

の王国で共 に働 くことができるよう心から願っています。

意識を改 め，真のフェローシップ精神 をもって，特別な

必要を抱 えた人々をキリス トのみもとに招 こうではありま

せんか。いいえ，む しろ私たちの方が彼 らによって導かれ

ているのか もしれません。□

*カ ーメン ・ピングリー ：ソル トレ・一ク ・ボネビルステー

キ部工一ル第2ワ ー ド部会員。前中央初等協会管理役員。

現在 は，特別な必要 を抱える会員のための評議会で活躍中。

(ブライアン ・ピングリーと自閉症児に関する記事 につい

ては，「聖徒の道」1984年3月 号を参照)
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あなたは正しいことを

しているのです

吉 校を卒業 してバプテスマを受 けて以来，私の生活 は

同 これまでにな く幸福で満ち足 りたもの とな りました。

私 は教会 を心か ら深 く愛 しています。

聖典を学び，祈 り，いろいろな責任を果たし，活動に参

加 してい くうちに，私の証 は前 よりもずっと強 くな りまし

た。また聖霊の賜 の力によって行動す るようになってから

は，福音が真実であり，すばらしい ものである ということ

もわかるようになってきました。そんな折，ある反モルモ

ンのテレビ番組が地元のキリス ト教放送局で放映されたの

です。それ までの私 はいかなるものも私の信仰 をぐらつか

せることはできないと自負 していました。私が見たのはご

く一部で したが，見ているだけで不愉快 にな り，次第 に恐

怖 と憤 りを覚 え，こう思いました。「私 たちのことをよくも

あんなふ うに言えるものね。あんなうそを私たちが信 じる

と思う.のかしら。」

しか し，その番組 を見た後のむなしく暗い気分から，な

かなか抜 け出ることがで きませんでした。すると突然， こ

のような思いにかられたのです。 もしも教会が本当に真実

でなかったらどうなのだろう。我なが ら驚 きました。教会

員 としてこれ までた くさん祝福 を受けてきたにもかかわら

ず，私の心の中に疑いの気持ちが起 き始めたのです。

数 日後，夫のポールは何か しら心動かされて，私に神殿

に行 く気がないか と尋ねました。 しかし，当時私たちが住

んでいた所か ら最 も近い神殿で さえ1，000キロ近 くも離れ

ていたのです。簡単に，ちょっと荷物 をまとめて出かける

というわけにはいかないのです。

ポールは，車ではな く飛行機で行 くことを提案 しました。

切符 を買っても少 しおつ りが くる くらいの旅費 もあ りまし

た。

私はしばらく考えてか ら熱心に祈 りました。そして行 く

ことに決めました。 この旅 は私にとって重要な意味がある

と思ったからです。

神殿で味わった平安な気持 ちはすばらしい ものでした。

しか し，私の心の中にはまだ疑問が残っていました。自分

はここで何をしているのだろう。神殿 とは，教会 とは何な

のだろう。
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そんな疑問 をぬ ぐえない まま，私 は最初のセッションを

終えました。次のセッションでは幾分気持ちが楽になって，

前よ りももっと内容に集中することがで きました。

そして まった く思いがけない ときに答えが与 えられまし

た。温か くやさしいみた まが私にこうささやきかけたので

す。「あなたは正 しいことをしているのです。」 この穏やか

な確信は，たちまち私の疑いを取 り払って くれました。

私は悪魔の働 きかけに惑わされ，心を悩 ませてしまいま

した。 しかしそのような悩みの経験 を通 して学んだことに

感謝しています。私の証 はこの経験 を通 して前にも増して

強い ものになりました。□
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質 ・疑 ・応 ・答

本誌の回答は問題解決の一助として与えられたものであり，

教会の教義を公式に亘言するものではありません。

幼児の命名と祝福は，救いの

ために必要な儀式で はあ りま

せん。それなのに，なぜ重要

なので しょうか。

ス ー ザ ン ・イ ー ス トン ・ブ ラ ッ ク

ブリガム・ヤング大学

教会歴史および教義担当準教授

幼
児に命名 し祝福 を授けることは，神から与 えられた

戒めです。1830年4月 に，主 は予言者ジ ョセフ ・ス

ミスを通 して次のように言われました。

「すべて皆，子女 を有するキ リス トの教会員は，その子
おい もと きた

女を集会に於て長老たちの許 に連れ来 り，長老たちはイエ
あんしゆ か

ス ・キリス トの御名 によりて按手 を施 し，且つ御名 により

て これに祝福を授 くべ ぎもの とす。」(教 義 と聖約20：70)

幼児 に命名 し祝福を授 けた ことを証明する記録 は，教会

の初期 にはそれほど多 くあ りませんが，そのような祝福 は

確かに行われていました。1834年4月21日 にオハイオ州メ

ディナ郡ノー トンで開かれた大会で書記を務めたオ リヴ

ァ・カウ ドリは，次のように記録 しています。「ス ミス大管

長 はそれから，何人かの子供たちの頭 に手を置 き，主のみ

名 により祝福 を授けた。」(「教会歴史」2：54)

1843年3月13日 の夜に開かれた教会の集会で も，予言者

ジョセフ ・スミスは子供たちに祝福を授 けています。その

ときのことについて予言者は次のように書いています。
「27人の子供たちに祝福が与 えられた。その内の19人 に

は私が熱烈な祝福 を授 けた。心身の力が抜けて，私 はぐっ

たりしてしまった。……

(翌日)ジ ェデダイア ・M・ グラン ト長老が，昨晩子供

たちに祝福を授けているとき，私の顔面から血の気が失せ，

ぐった りしたのはなぜなのか， とその原因を尋ねた。私 は

こう説明 した。ルシフェルがその威力を振 るって祝福を受

けている子供たちを滅ぼそうとしていることがわかった。

そこで，私は信仰 と霊の限 りを尽 くして，その子供たちの

生命が この地上で安全に守 られるよう，祝福を結び固めた。

すると，私の中か ら力が抜けて子供たちに注 ぎ込まれ，そ

のために私はぐったりして しまった。現在 まだすっか り回

復してはいない。さらに，イエスのみ衣のふさに触れた女

の話 もした。(ル カ8章)」(「 教会歴史」5：303)

ジョセフ ・ス ミスは主がみずか ら示された戒めと模範に

従いました。実際に，救い主は古代のイスラエルでもまた

アメ リカ大陸で も子供たちに祝福 をお授 けになり，こう言

われました。「『幼な子 らをわたしの所に来 るままにしてお

きなさい。止めてはならない。神の国 はこのような者の国

である。……』

そして彼 らを抱 き，手をその上において祝福 された。」(マ

ルコ10：14-16)

モルモン経の中にも，蹟い主が二一ファイの民の中で恵

み と導 きを施 している間，幼い子供たちに祝福 を与 えられ

た という記録があります。(III二一ファイ17参 照)イ エスは

民に向かい，その子供 たちをご自分の もとに連れて来 るよ

う言われました。(11節)そ れか ら，群衆 と共 にひざまずい
ささ

て， 天父 に祈 りを捧 げ られ ました。(15節)祈 りの後 で，救

い主 は子供 た ちにひ とりずつ祝福 をお授 け にな りました。

(21節)そ して，「子 供 たち もまた火 に取 りか こまれ，天使

らは子供 た ちに祝福 を与 えた」(24節)の です。

子供 たち は 「世 の始 め よ り瞭 わ」れ てい る(教 義 と聖約

29：46)の に， それ で もイエ ス は子供 たち に祝福 を与 え ら

れ ま した。子供 た ちに祝 福 を授 ける とい う救 い主 の模範 に

つ いて， ジ ョン ・テイ ラー長老 は，神権 者 は 「進 んで この

模 範 に従 うべ きで あって， ため らった り，異論 を唱 えた り

」

諭
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して はな らない」 と書 いて い ます。(「 ミレニアル ・ス ター」

1878年4月15日 号 ，40：235-36)

興 味 深 い ことに，聖典 の中で誓約 が結 ばれ る ときに は，

新 しい名前 をつ ける ことが よ くあ ります。 アダム とイ ヴが

地 にあ るものをすべ て治 めよ と言わ れた とき(創 世1：28

参 照)， アダム は動物 に名 前 をつ けるよ う命 じ られ ま した。

(創世2：19-20参 照)同 様 に， イヴ を妻 として受 け入れ

た とき， アダム はその妻 に イヴ とい う名 前 をつ け ました。

(創世3：20参 照)神 ご自身 も，私 たち の最初 の両親 の肉

体 を創造 され たあ とで，「彼 らを祝福 して，その名 をアダ ム

と名 づ けられ た」(創 世5：2)と あ ります。

後 に，エ ホバ が アブ ラム と契 約 を交 わ した ときに も， ア

ブラムの名前 はア ブラハ ム と変 え られ ました。(創世17：5

参 照)ま た主 はア ブラハ ム と交 わ した と同 じ契 約 をヤ コブ

と交 わす と きに も，同 じようにヤ コブの名前 を変 え られ た

ので す。(創 世35：10参 照)

私 たわ もバ プテスマ の水 に入 って キ リス トと誓約 を交わ

す ときに，同 じこ とを します。 つ ま り， バ プテスマ を受 け

る とキ リス トのみ名 を引 き受 け，以後私 たち はそ のみ名 に

よって呼 ばれ ます。(モ ーサヤ5：7-12参 照)神 殿 で さら

に高 い誓 約 を交 わす ときに も，新 しい名 前 を授 けた り，授

か った りす るのです。

どの場 合で も， 新 しい名 前 を授 ける者 には名 前 を授 か る

者 を守 り，愛 し， 育 て るとい う責任が あ ります。一方 ，名

前 を授 か る人 は， 命名者 を敬 い， その勧 告 に従 い ます。

この ように考 え る と， 天父 の霊 の子供 が この世 に送 られ

る ときに， その子 に神権 の権能 を持 つ者 か ら新 しい名前 が

与 え られ るのはふ さわ しい こ とです。 その子 の肉体 の創 造

に携 わ り， この世 で育 て るよ うその子 を神 か ら託 され た人

が命名 す るのが よいで しょう。理 想的 に は， 父親(母 親)

と子供 の この新 しい関係 は，族長 制度 と呼 ばれ る契約 関係

の一部 として永遠 に続 きます。 ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大 管

長 は この関係 について，次 のよ うに言 って い ます。
とこ よ

「族長制度はその起源が神にあ り，今 も永世に も存続す

るものである。それゆえに，老若男女を問わずあらゆる人

は，神の民の家を治めるこの制度 と権威 をよ く理解すべき

である。 また，神が意図 されたように，神 の子 らが昇栄す

る資格を得るための備えとしてこの制度 を用いるべ きであ
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る。家庭 の管理権は常 に父親に与えられている。家事や家

族の事柄 に関して これ以上の権威 はない。……

この権威 は重大な責任 と権利 と特権 とを伴 う。人はどん

なに模範的な生活をして もしすぎることはない。また家族

という組織において，神が定められたこの重要な行動規範

にい くら注意深 く従って生活 して もしすぎるということも

ない。」(「福音の教義」pp.278-79)

さらにスミス大管長は，父親が月例の断食集会の中で自

分の子供 に命名 し，祝福 を授けることは，「まさしく父親の

祝福の本質にかなったものである」から 「あらゆる点から

みても正 しい」 と言っています。(同 上，p.282)

だからと言って，父親がメルケゼデク神権を持っていな

かった り，あるいは何 らかの理由によって祝福 を授けるこ

とができない場合，その子供がこの祝福 を受けられな くな

るということはあ りません。監督 は，そのワー ド部の管理

神権者 としての鍵を持 っており，だれかほかの長老を指名

して祝福 を授けるよう依頼す る権限があ ります。いずれに

せよ，子供に祝福 を授 ける長老 は，みたまの導きを受けら

れるように準備 をしなければな りません。

忠実であるなら神から与 えられると約束された祝福を受

けられ るように，両親 は子供を助 けな くてはな りません。

教義 と聖約68=25-28に は，両親 はその子供を教 えなけれ

ばならない という戒めがはっきりと書かれています。

「また，シオンまたは組織せ られたるシオンのステーキ

部内にて子供を有する両親 あらば，その子供八才の時，悔

改め，生 ける神の子キリス トの信仰，バ プテスマ と按手に

よる聖霊の賜などの教義 を教えて理解せしめざれば，罪そ
こうべ

の両親の頭 に留 るべ し。……

また両親 はその子供たちに祈 ることと，主の前に正 しく

歩む こととを教 えざるべか らず。」

要約すると，幼児の命名 と祝福 は神の戒めです。ふさわ

しい父親がその子供に命名 し，祝福を授 けることは正 しい

ことです。子供の祝福 はキリス トの時代 にも行なわれてい

ましたし，回復 された教会の初期 にも行 なわれていました。

それ以来， この儀式は教会員が正式に行 なう儀式 となって

います。□
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野 ダ いました。それから再び試験勉強を始めましたが，心の中影 浮

は驚 きと喜びで満ちあふれていました。頚 ぎ
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次の週 になってもこの出来事について何度 も思い起 こしヂ

季

ました。心に浮かんだ詩 を思い返すたびに，新たな力がわグ

きあがり，幸せな気持ちになりました。神様 についてそれ

以前に読んだ事柄 は， むはや単なる言葉ではありませんで

した。神様は地上 にいる私たち一人一人 を確かに知ってお

られ，心にかけてお られます。 この経験 によって聖典の言

葉がいきい きとした意味深いものになりました。また，教

会の集会か らも今までとは少 し違ったものを得 られるだろ

うと思いました。すると，少 し違 うどころか，思ってもみ

ないようなことが起 こったのです。

安息日にな り，私 は支部の聖餐会に出席 しました。集会

が始まり，皆が開会の賛美歌 を歌い始 めました。今 までに
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聞いたことも歌 ったこともない歌でした。私は注意深 く歌

詞を目で追ってい きました。それ はメロディー も力強 く美

しいもので した。2番 が終わって指揮者がタク トを振 り上

げ3番 に入 りました。私は皆 と一緒 に歌い始めましたが，

突然ハッとして歌 うのをやめました。歌詞 を読むな り，胸

が ドキ ドキして きました。賛美歌から目をそらした私の心

に，あの歌詞が浮かんで きました。「おそるな，われは汝が

雫申……」

神様が再び私に語 りかけられたのです。涙があふれてき

ました。主は，美 しい言葉だけでなく音楽を通 して私に語

りかけて くださったのです。それはみたまが奏でる曲でし

た。私は，皆 と一緒にその意昧深 い賛美歌を歌い，天父を

賛美しました。 これからこの曲を歌 うたびに，神様の愛 を

感ぜずにはいられないことで しょう。

この経験を通 して私 は実に多 くのことを学びました。神

様 は私たち一人一人がどんなことを必要 としているかを心

にかけてお られ，それぞれの性格や状況に最 も合った方法

で語 りかけられるのです。芸術 は主のみ こころを伝 えるひ

とつの大切な方法であ り，主 はみたまによって創造 された

作品を，心から喜んで受け入れて くださいます。ボイ ド・

K・ パッカー長老は，賛美歌 を歌 うと悪い考 えや心の迷い

が取 り払われると何度 も述べています。私 は 『主のみ言葉

は』 を歌ったとき，それが真実であることがわかりました。

この賛美歌 は幾たび とな く，悪の力 を追い払 うように，み

たまが私に教 えて くれた曲です。

改宗 して以来，時はあっという問に過 ぎて しまいました。

数年前，私 は中央アメリカのホンジュラスに伝道 に召され

ました。伝道に出るとき，見送 りの人たちの中のひ とりの

姉妹か ら，小さな木製のハー トをプレゼントされました。

その姉妹 は，伝道 に出 る人 にはいつ も小 さな木でで きたハ

ー トに，賛美歌 『主のみ旨に従いゆかん』の歌詞を書いて

プレゼントしているそうです。 ところがなぜか今回は別の

賛美歌にしたいとい う気持 ちがしたというのです。私 は受

け取る前 にその賛美歌が何かわか りました。指でその歌詞

をたどりなが ら涙がほおを伝いました。すでに私の心に主

が刻み込んだあの賛美歌で した。「おそるな，われ は汝が

神，常 に汝 と共 にあり……。」□

皇
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あ
る夕方，ふた りの少年が家に向かっ

ていました。あたりはもう薄暗 く，

いつ もならとうに帰宅 している時刻で した。

困ったふた りは少しで も早 く帰れるように，

牧場を横切って近道す ることにしました。

牧場に入ってはな らないことはふたりとも

知っていました。大 きな暴れ牛がいるので，

牧場 には 「立ち入 り禁止」の立て札が立っ

ていたか らです。でもすでに暗 く，しかも

牛 は少年たちが見 えない場所にいたので，

鎧灘 騨嚢灘覇
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ふた りは近 道 を しよう と決心 した のです。 はいつ くばって

さ くの下 を くぐり，牧場 の 中 を途 中 まで進 んで もう戻 れな

い場所 に来 た とき，牛 が少年 た ちを見 つ け， 突進 して きま

した。 ふ た りは駆 け出 しま したが， ひ とりが止 まって こ う

言 い ました。 「待 って， ひ ざまずいて祈 ろうよ。」 す る と，

もうひ とりは，こう答 えま した。「ひ ざまずいそ祈 りた けれ

ばそ うす ればい い。 ぼ くは走 りなが ら祈 るよ。」

き ょう私 が お話 ししたいの は 「止 まってひ ざ まず いて祈

る」信仰 で はな く，「走 りなが ら祈 る」信仰 につ いてです。

私 は これ まで ずっ と， その よ うな信仰 の在 り方 を信 じて き

ま した。ヤ コブ書 に は こう書かれ てい ます。「信仰 も，それ

と同様 に，行 い を伴 わな ければ， それだ けで は死 んだ もの

で あ る。」(ヤ コブ2：17)

ハ ロル ド ・B・ リー大管長 はか つて この ように述 べ ま し

た。「祝福 を願 うなら，ただひざまずいて祈

るだけではいけません。願 う祝福 を受ける

のにふ さわし くなるために，できる限 りあ

らゆることをして，自分 を備えるのです。」

私たちはときどき，十分 な信仰 さえあれば

何で もで きる と思 うことがあ ります。そし

て，「全力疾走 しなが ら祈 る」のではな く，

努力 を惜 しみ，で きる限 りのことをしない

で済 ましてしまうのです。しか し主は私た

ちに，信仰 を用いて自分 にで きることは，

すべて自分です るように期待 してお られます。

このような信仰 はどうすれば養われるのでしょうか。ア

ルマ書 にはこう書かれてい ます。「信仰 と言 うことについて

私はすでに言 った。信仰 と言 うことは，完全 に物事 を知 る

ことではない。今私の言っている言葉について もその通 り

である。すなわち，信仰が始 めから完全に物事を知 ること
たしか

でない と同じように，私の言葉の確なこともあなたたちは

始めか ら完全には知ることができない。」つまり，信仰 とは

完全に物事 を知 ることではないのです。しか し私たちは，

アルマが続けて言うように「目をさましてふるいたち，(アー

ルマ)の 言葉 を実際にためしてみ」な くてはな りません。

(アルマ32：26-27参 照)

皆 さんの中には， 自分のすべ きことをよく知 りなが らも，

学業の問題や道徳的な問題で悩んでいる人がいることで し
43
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な時間を取って，何をしたいか， どうな りたいか，ある特

定の状況でどう行動 し，何を言うべ きか， よく考えなけれ

ばな りません。自分の理想を実現するために一生懸命努力

し，信仰の眼でそれをはっきりと心に描 くならば，本当に

実現するでしょう。 また，進んで努力し，信仰 を持つなら

ば，的確な判断をし，正 しい事柄を行 ない， 自分で決めた

目標 を達成できることで しょう。では，その一例 として私

の経験をお話 ししたい と思います。

幼 いころ，私はボールを使 った遊びが大好 きでした。大

きくなるにつれ，主か ら運動 の才能 をいただいていること

がはっきりしてきました。いろいろなスポーツをしました

が，中でも一番好 きなのがバスケットボールで した。 しか

し，我が家 はあまり豊かな方ではなかったので，バスケッ

トの リングにボールを投げ上げられるだけの年 ごろになっ

ても， リングやボールを買ってはもらえませんでした。そ
たる

こで私 は，木の樽 についていたブ リキのたがを見つけてき

て，それを家の壁 に打ちつけました。それか ら，ぼろきれ

をまとめてしっか り縛 り，ほどよい大 きさのボールを作 り

ました。私は学校か ら帰 ると毎晩外に出て，布のボールを

リングの中にシュー トしました。布ボールが当たるたびに

リングがゆがむので，何度 もガレージの屋根に上 って直 さ

なければなりませんで した。布ボールのシュー トが した く

て，夕方になると家に帰 るのを待 ちかねたものでした。

私が13歳 のときで した。ある日父が私 を引 き寄せてこう

聞 きました。「ボビー，本物 のバスケットリングが欲 しくは

ないかい。」父 はバ ックボー ドをこしらえ，それに鉄の棒で

作っ・た リングを取 りつけたものを見せて くれました。私は

自分の目を疑いました。ふた りでそれを家の裏の壁に打ち

つけました。そした，父はゴム製のバスケットボールをく

れたのです。それは私が初めて手にした本物のボールでし

た。 うれし くて私は飛び上が りました。それか らは学校か

ら帰 ると，毎 日欠かさず練習 に打ち込みました。

私 は大選手 になった自分の姿をいつも心の中に思い描 き

じ

ました。そして全国大会の

決勝戦に出場 しているつ も

りで，試合終了数秒前 とい

う場面を想定して練習 しま

した。ボールは私の手にあ

り，スコアは同点です。 コ

ー トを駆 け抜け，ロングシ

ュー トを決めると，ヒーロ

ーになった気分です。 こう

して私 は数えきれないほど

何度 も優勝 しました。その

ような自分の姿を心の眼で

見ることができたのです。

必ずできると何度 も自分 に

言い聞かせ，練習に練習を

重ね ました。そして，いつ

かマディソンスクウェアガ

ーデン(ニ ューヨーク市に

ある有名な屋内総合スポー

シ競技場)で 試合をするの

を夢 に描 きました。マディ

ソンスクウェアガーデンは

当時，バスケッ トボールの

世界最高のひのき舞台であ

り，そこに匹敵する所はほ

かにはありませんでした。

高校を卒業 した私は，ユ

タ州ローガンにあるユタ州

立大学のバスケットボール

奨学生 とな りました。そし

て3年 のときに，マディソ

ンスクウェアガーデンで例

年開かれるホリデー ・フェ

し



ステバ ル ・トーナ メ ン ト第1回 の試合 に招待 され たのです。

夢が実 現 し ました。 それ までず っ と心 に思 い描 き， その た

め1に一 生懸命努 力 して きた夢 が， とうとう実 現 したのです。

この トーナ メ ン トに は，ユ タ州 な らび に合衆 国中か ら集 ま

ったチーム と共 に， トップの2チ ームが招 かれて い ました。

私 たち は最初 の晩 に，2番 に ランク され たチーム と試 合 し，

接戦 で したが最後 の数秒 で勝 つ こ とがで きました。私 は最

も得点 を稼 ぎ， 今 まで にな く絶好 調 で した。次 の晩 も強豪

と当た り，再 び接戦 を もの に しました。 この とき も私 は一

番多 くの得点 を稼 ぎ ました。

いよい よ全 国一 のチーム との決勝戦 にな りました。 緊迫

した白熱 戦で した。点差 は多 い と きで も4点 を超 え るこ と

のない大 接戦 の まま， とう とう試合終 了 まで残 り2分 にな

りま した。ユ タ大 学 チーム は4点 リー ドしてい ます。 ボー

ル は こち らにあ り，少 し時間稼 ぎをね らいま したが，相 手

チー ムにパ スをカ ッ トされ， その ま ま得点 され ま した。ユ

タ大学 は残 り1分 半 でわずか2点 の リー ドです。私 たち は

再 びボール をパ ス しなが ら， シュー トがで きるチ ャ ンス を

うかが い ま した。 そ して味方 が走 り込 んで シ ュー トしまし

たが，失 敗で した。敵側 にボールが移 り， また得点 され ま

した。残 り時問 はあ と1分 。 同点 です。 こち らにボールが

来 て，攻 め に返 って シュー トしま したが，失敗 し，バ ウン

ドしたボール は相 手 に渡 りま した。残 るは35秒 ほ どです。

反則 はで きませ んで した。 なん とせ っ ぱっ まった状況 で し

ょう。 この よ うな とき， なぜ こん なスポー ツを選 んだのか

疑 問 に思 えて くるこ とがあ ります。相手 が ボール をや りと

りしていて残 り10秒 ほ どにな ると， その晩 よ く得点 して い

た選手 が リング下 に走 り込み， シュー トしま した。 その ボ

ールが リングのへ りをつた ってつい に外 へ落 ち るのを
，今

もあ りあ りと覚 えて い ます。落 ち たボール を味 方が取 って，

私 に投 げ ました。 私 はコー トの端 を駆 け抜 けて，10メ ー ト

ル ほ ど離 れた所 か らシュー トしました。 ボー ルが入 った途

端 ，終 了の ブザ ーが鳴 りました。 私 たち はホ リデー ・フェ
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ステ ィバル ・トーナメントで全国優勝 したのです。ブザー

が鳴 り終わったとき，私 はふ とこう思いました。「こんなこ

とが前にあった。」そうです。あの裏庭で，今 と同じことを

何百回も心の眼で見たのです。練習に練習を重ねた努力の

成果が実ったのです。信仰 と努力に対 して主 は私を祝福 し

て くださいました。

私たちは何 らかの才能 を伸ばしたいとか，福音 の標準 を

守 りたい という望みを抱 きますが，望みを達成するために

は， このような信仰 を養わなければならないと思います。

ただ，信仰があ ります， と言 うだけでは不十分です。 自分

で努力 し，実践 しな くては手 に入れ ることはできません。

牛に追いかけられた少年が力の限 り走 ったように，できる

だけのことをしなければならないのです。 また，望みを得

るにふさわしい者 とな り，信仰の眼 を養って ください。 こ

れ は，あなたが心にしっかり植えつけなければならない も

のです。そして， 自分 は何 をしたいか， どうしたらそれが

で きるかを知 る必要があります。

あなたは何をや り遂げたいのですか。 どんな人間になり

たいですか。道徳的に清 くな りたいですか。徳を身につけ，

幸せになりたいですか。薬物やたば こ，アルコール，ポル
まんえん

ノグラフィーなど，現代社会に蔓延する腐敗か ら遠ざか り

たいですか。 もし信仰の眼を養 うな らば，誘惑や不幸な出
あ

来事 に遭って も，正 しい選択ができるでしょう。なぜなら，

あなたはもうすでにその選択をしているか らです。覚えて

おいて ください。決断を下す ときというのは，戦いの最中

ではな く，実際 に敵に会 うよりずっと前 なのです。 また，

目標 を達成するためには進んで必要な努力をしなければな

りません。

今決心をしてお くと，皆さんの これからの人生は大 きく

変わ ります。本当の幸福 と心の平安 は，正 しい事柄を選択

する人に もたらされるのです。皆さんが信仰の眼を養い，

何事をするに当たっても励 ましと導 きを得 られます ように。

□
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私が選んだ本
ロバ ー ト・工 ベ リー ・グ レイJL

rり ふ 年か ら皆 さんに順番で授業の初めに，今 までに一

等 番感動 した本 を紹介 して もらうことにします」 と，

文学の教師のプロチカ先生が言いました。

私 は何を発表しようか迷いました。 その当時，私 は母 と

西 ドイツのボンに住んでいて，9年 生になった ところで し

た。 リュー ・ウォレスの 「ベン ・ハー」にしようか と思い

ました。でもそれが本当に今までに一番感動した本で しょ

うか。

いいえ違います。それまでに一番感動 したのは，母 と私

にバプテスマを施 して くれたふた りの宣教師から何年か前

にもらった本，モルモン経でした。

しかし私 は学校中でたったひ とりの末日聖徒で した。聖

書 とは違って新 しい聖典であるモルモン経を，はたしてク

ラスに紹介で きるでしょうか。

私ほモルモン経 を読み，祈 り，それが確かに神聖な書物

であるという確信 を得たときのことを思い出 しました。

私の考 えを話す と，母 は，正 しい と思うことをしなさい

と励 ましてくれました。それから大仕事が始 まりました。

物語のようにして， リーハイー家のエルサ レム出発から，

モルモン経の説明を始めることにしました。 よく祈 って考

えると，適切 な言葉が次々 と頭に浮かび始めました。神が

答 えてくださったのです。

順番を待 っている間に気づいたことは，ほかの生徒の多

くは何かしらサタンや暗い問題 を取 り扱 った本 を紹介 して

いることで した。そこでなおのこと，主を擁護 したいとい

う気持 ちが強 くな りました。

とうとう私の番が来 ました。普通みんなは初めに本 の表

題 を黒板に書 くのですが，私は教師に許可 をもらって，書

名 を最後 まで伏せてお くことにしました。みんなをびっ く

りさせたかったのです。

母があ とになって話 して くれたのですが，私の発表があ

った当日，発表がうまくい くように， またみんなが私の話

をよ く聞いて くれるようにと，母 は朝か ら昼近 くまでずっ

と祈 って くれていたのです。母 の祈 りは本当に効 き目があ

りました。最初， リーハイの示現や荒野の旅の ことを説明
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し始めたときは，「聖書 だ，聖書だ!」 と茶化 したがる生徒

がいたのですが，急に全体が静かになり，モルモン経の歴
』史
を落ち着いて滞 りな く話す ことがで きたのです。主のみ

たまが，まるで手を伸ばせば触れることがで きそうなほど

身近 に感 じました。

20分 ほどで発表が終わった ときには，教室 は静まり返っ

ていました。そのあとプロチカ先生が生徒たちに感想 を聞

きました。みんなは口々に私をほめ，そのような宗教書を

学校で紹介した勇気をたたえてσくれました。

教会のことや母 と私の改宗についてもっ と話 してほしい

と言って くる人 もいました。 また，放課後，何人かの生徒

はモルモン経 を欲 しいとさえ言 ったのです。

その日以来，今 も親 しく交際している友達が何人かでき

ました。後に人々の前で私をかばって くれた友人たちです。

数年後に私がスペインで伝道 したときにも手紙 をよごし，

私 を励 まして くれました。

それから数週間が過 ぎ，同じ教師の歴史の授業で，古代

アメリカの文明について勉強す ることにな りました。

宿題 をしていたある晩の ことです。 クラスでもう一度モ

ルモン経のことを話 したい という強い望 みを感 じました。

そこで私はひざまずいて祈 り，その機会をお与 えください

と天父に願いました。祈 り終 えると，再びモルモ ン経 につ

いての話を準備 しなければな らない という気持ちにな りま

した。

翌日，プロチカ先生が授業を始 めたとき，私 は手 をあげ

ました。 ところが先生 は，私が 口を開 く前に私 を見つめて

こう言ったのです。「そうそう，ロバー ト。私 は昨晩 きょう

の授業の準備 をしていた ときに，ふ とあなたのことを考え

ました。そして，あなたがモルモ ン経について もっと話 を

して くれるのではないか と思 ったのです。そうではあ りま

せんか。」

今度 は， キリス トが古代アメリカを訪れたことを中心に

話 しました。白い神，ケツァルコア トルの伝説が載ってい

る本を引用し，キ リス トとこのインディアンの神 とが明 ら

かによく似ていることを説明 しました。そしてもう一度，

キリス トがアメ リカ大陸の民 を本当に訪れて確かに福音を

教えられたと，友達や教師に証 したのです。

私が話を終えると，プロチカ先生 は黒板に，「モルモン経

は古代アメ リカ文明の成立 を解明する最高の学説である」

と書 き，それを各 自のノー トに写すように言いました。大

成功でした。 うれしくて飛び上が りたい気持ちでした。神

様 は祈 りを聞いて答えて くださいます。本当に，神様は奇

跡を起 こして くださいます。そして，ご自分の目的を達成

するために人々の心 を和 らげて くださるのです。□



●このページは，ホームティーチング/家 庭訪問の際に，切り離してお使いください。

1989年6月 の大管長会 メツtz一一ジ

キリストを思う σ

大管長

エズラ ・タフト・ベンソン

ジ
ョージ ・アルバー ト・スミス大管長 は， まだ子供の

ころに，自分の人生 を大 きく変えるひ とつの体験 を

しました。その体験 について彼 はこう書いています。

「私がまだ少年で13歳 のころ，ブ リガム ・ヤングアカデ

ミーに通 っていた。……そこにいた1年 の間にいろい ろな

ことを聞かされたが，今 となってはそのほ とんどを忘れて

しまった。しか しただひとつ，決 して忘れることので きな

い話がある。……ある日， メーザー教授が次のような話 を

した。『皆さんは自分の行 ないだけでな く，心の中に抱 くそ

の思いに対しても責任を問われるでしょう。』

私 はまだ少年で，自分の思いを治める習慣が身について

いなかった。 どうしたらよいのだろうか，私はその ことで

ずいぶん頭を悩 ませた。……それか ら1週 間か10日 ほどた

って，メーザー教授が言わんとした ことに思い当たった。

・なぜ自分の思いにまで責任 を問われるか というと， こ

の世の生涯を終 えるときに，その人の人生 は日々の思いが

集積 された ものになっているからである。この言葉は私の

生涯を通じて豊かな祝福 となり，様々な状況の中にあって，

正 しからぬ思いを抱 くことのないように力を与 えて くれた。

それはこの世の働 きを終 えたときに，私 を形作 るのは自分

自身の思いである とい うことを肝 に銘 じていたか らであ

る。」(「人々 と福音 を分かち合 う」pp.62-63)

人格の基となる習慣

思いは行ないの基 とな り，行ないは習慣 を形作 ります。

そして習慣は人格 を築 き，人格 は私たちの永遠の行 く末 を

決定するのです。

ベンジャミン王はこの原則をよく理解 していました。彼

が偉大な説教の終わ り近 くで述べた言葉が，モルモ ン経 に

は次のように書かれています。

「終 りにのぞんで，私 は罪 を犯す手段をみなあげてお前

たちに話すことはできない。罪を犯す手段方法はいろいろ

あって数えつ くすことができないほど多いか らである。」

(モーサヤ4：29)

そして最後 に， 自分自身 と自分の思いに注意しなければ

ならないと勧告 しています。(モ ーサヤ4：30参 照)

キ リス トは復活の後にアメ リカを訪れ， こう言われまし

た。
かんいん

「見よ
，昔の人々は汝 ら姦淫すべか らずと記せ り。 され

うち

ど，われ汝 らに告 ぐ，情欲 を抱 きて女を見 る者は心の中す

でに姦淫 したるな り。われ汝 らに命ず。汝 ら慎 みてか くの
おの

ごと き情欲 を己が 心の中 に抱 か ざ るよ うにせ よ。」(m二 一

フ ァイ12：27-29)

な ぜ その ような情欲 を心 の中 に抱 くので し ょうか。聖書

に は， 「人 とな りはその心 に思 うその ままで あ るか らだ」と

書 かれ てい ます。(欽 定訳 箴言23二7)

祝福の源となる思い

人問の心 は舞台にた とえることがで きます。その舞台で

は一度、にひとりの人 しか演ずることがで きません。私たち

を愛している主 は，この舞台の上に良い思いを立たせよう

としておられます。 もちろんそれは祝福の源 となる思いで
そで

す。一方私 たちを憎むサタンも，舞台の片袖か ら悪い思い

を押 し立てようと躍起になっています。それは私たちにの

ろいをもたらす思いです。

私たちはこの舞台の監督です。 どちらの思いを舞台に立

てるか は自分自身が決めるのです。主が私 たちに，ご自分

と同 じように完全な喜びを得てほしいと願 っておられるこ

聖徒の道/1989年4月 号
メツセ_ジ1



とを忘れないで ください。サタンはすべての人を， 自分 と

同じみじめな有様 にしようとしています。 どちらの思いを

受け入れるかを決定するのは，各 自の責任です。私たちは

選択の自由を与 えられていますが，選択の結果 まで思いど

おりにすることはで きません。人 となりは，心の中の舞台

に常にどのような思いを立たせるか，すなわち何を思うか

によって決 まるのです。

ときには， この舞台からなかなか悪い思いを追い出せな

いこともあるでしょう。ボイ ド ・K・ パ ッカー長老 は，そ

のために霊感あふれるシオンの歌 を歌 うようにと提案 して

います。故ブルース ・R・ マ ッコンキー長老は，心の中で

開会の歌を歌ってか ら，自分自身に向けて説教をするよう

にと勧めています。マッコンキー長老は，自分が話 した説

教め中で最 も良かったのは，自分 自身に向けた説教 だった

と語 っています。

自分の心の中の舞台を，サタンの思 うままにさせてはな

りません。多 くの場合，サタンは私たちが気づかないうち

に，心の中に忍び入ってきます。それに気づいたらす ぐに，

悪い思いを追い出す ようにしなければな りません。イエス
の

にな らい， その場 で きっぱ りと誘 惑 を はね のけて ください。
こうかつ

サタンの狡猜な説 き伏せに逐一耳を傾 ける必要 はありませ

ん。

高潔な思い，貴い思いを心の中に蓄 え，それ らを意のま

まに舞台の上に立たせるのは，私たちに与えられたすばら

しい特権です。主 も荒野で3つ の大 きな誘惑を受けたとき

に，即座に，ご自身の記憶の中に蓄えてあった聖句を引用

してサタンにお答 えになりました。

2メ ッセージ

人生で最も大切な問い
おも

主 は 「何 を念 う とも，念々 われ を見 るべ し」 と言わ れ ま

した。(教 義 と聖約6：36)こ れ こそ， 主 に似 た者 となるた

めの唯一 の方法です。
なんじ

主 は弟子 たち に，「汝 らはいかな る人物 にて あるべ きか」

と問 いか け られた後 で，みず か らこ う答 えられ ました。「汝

らはわれ と同 じ人 物 な らざ るべ か らず。」(皿 二 一 フ ァイ

27：27)主 と同 じ人物 にな るには，常 に主 を思わ なけれ ば

な りませ ん。私 た ちは聖 餐 を受 ける ときに，「御 子 を常 に忘

れ」ぬ ことを約束 します。(モ ロナイ4：3;5=2;教 義

と聖約20：77，79)

私 た ちはキ リス トの よ うな人物 にな る ことを求 め られて

い ますが， その ため には， キ リス トと同 じ考 えを持 たな け

れ ばな りません。心 に思 うことが 自分 自身 を形 作 るか らで

す。

パ ウロは聖徒 を迫 害す るため にダマス コヘ向か う途 中，

天 か ら光 が さす の を見，主 のみ声 を聞 きました。 その とき

パ ウロはひ とつ の簡 潔 な質 問 をし ました。 しか し， 「主 よ，

わ た しが どうす るの をお望 みで すか」(欽 定訳使 徒916)
しん し

というその真撃な問いかけは，彼の人生を変 えました。そ

して，主に向かってこの問いかけをする人 は皆，自分の人

生 を変えることができます。この世 に生 きる私たちに とっ

て，「主 よ，わたしが どうするのをお望みですか」と問いか

けるほど大切 なことはほかにありません。私 は皆さんに，

この問いかけを人生で最 も大切なこととして心に留めるよ

う強 く呼びかけたい と思います。

私たちは自分の思いについて， また何に思いを向けるか

について責任があ ります。私たちはキ リス トに思いを向け，



キリス トヘの思いを心の中に満たさなければな りません。

キ リス トについて学び，その歩みにならうようにとの呼

びかけ以上 に，心をわ きたたせるすば らしいチャレンジは

あ りません。イエス ・キリス トは私たちの 「模範」 として

地上での生涯 を送 られました。キリス トは天父 と私たちの
あがな

仲保者です。 キリス トは偉大な腰いの業を成 し遂げ，私た

ちが主の恵みにより，また自分自身の悔い改め と正 しい行

ない どによって，全 き喜びを得，昇栄で きるようにして く

ださいました。キリス トはみずか らすべてのことを完全な

形で成 し遂げ，そのうえで私たちにも，天父とご自身と同

じように完全 な者になるようにと命 じておられるのです。

(III二一ファイ12：48参 照)
「イエスならどうされるだろうか」，「イエスは，私に何

を望んでおられるのだろうか」 と自問するのは非常に大切

なことです。主の道 を歩むことこそ，人生最高の偉業です。

主に近い生活 をする人 こそ，真の成功を収めた人 といえま

す。

私 は主が実在 のお方であり，私たちを愛 してお られるこ

とを知っています。主を離れて成功 を収めることはできま

せん。 しか し，主 と同じ道を歩 む人 は決 して人生につまず

くことがありません。

神 は，私たちが自分の力でなし得 る以上に，私たちの生

活 を実 りあるものにして くださいます。今 より後，皆 さん

が日々キリス トを思い，キリス トについて学ばれるように，

また勇気をもって主の道を歩み，主に望まれていることを

行なうことができますように，イエス ・キリス トのみ名に

よってお祈 りします。アーメン。□

聖徒の道/1989年4月 号

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホームティーチングの ときに，以下の点について

話 し合うとよいで しょう。

1.私 たちは自分の行ないだけでな く，心に思うことにつ

いて も責任 を問われる。

2.思 いは行動の基 とな り，行動は習慣 を形作 る。 また習

慣 は人格 を築 き，人格は私たちの永遠の行 く末を決定

する。

3.主 は私たちに， ご自分 と同じ完全な喜びを受けるよう

に と望んでお られる。一方サタンは，すべての人を自

分 と同じみじめな有様にしようとしている。

4.ベ ンソン大管長は，「主よ，わたしが どうするのをお望

みですか」 という質問よ り大切な問いかけはほかにな

い と述べている。

話し合いを進めるために

1.思 いを制 し，キリス トにならった生 き方 をすることに

ついて， 自分の考 えを述べる。

2.心 に思 うことによって，行動が決 まり， どのような人

間になるかが決 まるという点について，担当家族の考

えを聞 く。

3.こ のメッセージの中に家族で読んだ り話 し合ったりす

るのに， よい聖句や言葉 はないだろうか。

4.話 し合いをより充実したもの とするために，前 もって

家長 と話 し合ってお く必要はないだろうか。監督や定

員会指導者か らのメッセージはないだろうか。

メツセージ3



1989年6目 の家庭訪問メッtz一 ジ

「それだからあなたがたも

完全な者となりなさい」

目的 完全を目指しτ努力する。

キ
リス トは弟子 たち に， ご自分 と御 父 の ように完全 な

者 とな るよ うに， と命 じ られ ました。(マ タイ5=

48;III二 一 ファイ12：48参 照)し か し， この戒 め は とて も

むずか し く思 えるか もしれ ません。 自信 をな くして しまう

人 もいるで し ょう。 また， 自己 の完成 の むずか しさに思 い

悩 んだ末 に，奉仕 よ りも， 自分 を美化 す る ことに心 を奪わ

れ て しまうよ うな人 もい ます。
み もと

モロナイ は次 の ように教 えて い ます。「キ リス トの御許 に

来 てキ リス トに よって全 くなれ。 すべ て神 のみ こころに背

くことを捨て よ。 ……勢 い と心 と力 とをつ くして神 を愛 す

るな らば…… あなた たち はこの恵 み を受 けて キ リス トによ

り全 くな る。」(モ ロナイ10：32)

主 を愛 し，主 に仕 え，戒 めを守 る人 は，「キ リス トによっ

て全 くな る」 ことが で きます。 そ して逆境 の中 にあ って も，

平安 と力 を感 じるこ とがで きるのです。 重荷 に耐 える力 が

強 め られ， ほかの人 の重 荷 を軽 くす る助 け もで きるよ うに

な ります。(ガ ラテ ヤ6：2;モ ー サ ヤ18：8-10124：

14-15，21;ア ル マ33：23参 照)

私 たち は， 完全 な者 になる とい う点 にお いて， 予言者 ジ

ョセ フ ・ス ミス の例 か ら，慰 め を得 る こ とが で きます。 主

はある ときジ ョセフ・ス ミス に こう勧 告 され ました。 「汝 更

に急 ぐことな く……与 え られた る力 と方法以上 に働 くこと

なかれ。」(教 義 と聖約10：4)こ れ は私 たち にも言 え るこ

とです。力 と方法以 上 に働 くこ とは求 め られてい ないので

す。 また今 す ぐに，すべ ての面 で完 全 にな るように求 め ら

れ てい るわ けで もあ りませ ん。 ブルー ス ・R・ マ ッコンキ

ー長 老 は こう述 べ てい ます。「日の栄 の王 国 に救 われ るに

は，完全 な者 にな らなけれ ばな りませ ん。 しか し， 現世 で

完 全 になれ る人 はだれ もい ませ ん。 それがで きたの は主 イ

エス だけです。 主 はす べて の人 に勝 るお方です。 イエ スは

神 の御子 で した。… … 『キ リス トによ り全 くな る』と は，

ひ とつの過程 で す。」(「年度講 話1976」1977年 ，pp.399-

400)

完 全 な 日を過 ごす とい う監督 の チャ レンジを受 け入 れて，

この過程 が実 際 に どの ような ものか を学 ん だ人 々が い ます。

ある若 者 は，朝 聖典 を読 む とその 日一 日が楽 し く過 ごせ る

ことを学 び ました。 また，病 気の会員 を見舞 って大 きな喜

びを感 じた夫 婦 もい ました。(『完全 な 日』 「聖徒 の道」1989

年4月 号，pp.10-14参 照)

私 た ちは主の助 けによ り，少 しずつ完全 にな ってい くの

です。マ ッコ ンキー長 老 は次 の よ うに述べ てい ます。「き ょ

うか ら始 めて，明 日は もっ とよ く戒 め に従 うように します。

そ して恵 み に恵 み を受 け， 階段 を一 歩ず つ昇 りつめ，成長

し，完全 な人間 にな るのです。」私 たち に求 め られ てい るの

は，「き ょうか ら始 め」 る ことです。 □

訪 問教 師へ の 提 案

1.II二 一 フ ァイ31：19-20を 読 み，完全 な者 とな る過程

について， この箇所 には どの ような こ とが書 かれ てい

るか話 し合 う。

2.何 かの戒 め につ いて，前 よ りもよ く従 える ようになっ

た とい う経験 が あれ ば， それ を話 す。訪 問先 の姉妹 に

も，同 じような経験 につ いて話 して もら う。(「家庭 の

夕ベ アイデア集」pp.7-23，55-70参 照)

邑
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i置1 "

真理の光
アジア地域会長会第二副会長

ロ イ デ ン ・G・デ リ ック
θ

昨
晩，カム トンホールでバプテスマ会

が開かれました。バプテスマを受け

たのは，2日 前に香港に到着 した合衆国海

軍のニ ミッツ号の3人 の菊組員でした。乗

船中に教会のことを知 り，仲間の船員に教

会のレッスンを受けたいと頼みました。そ

して，モルモン経を読み，この教会が真実

であると確信 し，バプテスマを受けたいと

申し出たのです。この内のふたりは，20代

前半から半ばの既婚者で，もうひとりは，

19歳 の独身青年でした。バプテスマ会は，

本当にすばらしいものでした。

その内のひとりが，回復された福音が真

実であるという証をみたまの力によって得

たと話しました。それから全員で賛美歌『戦

い止むまで』(讃 美歌173番)を 歌いまし
つわもの

た。そのとき 「兵士冠を見よや」 という歌

詞を 「水兵冠を見よや」 と変えて歌いまし

たが，それはこの水兵たちにとって， とて

もふさわしい言葉でした。なぜなら，3人

には，本当に輝かしい冠が待ち受けていた

からです。会場には 「われ らは楽しき」 と

いう歌声が広が りました。 このバプテスマ

会は，私にとっても忘れられない貴重な思

い出となりました。

バプテスマを受けた後，3人 は末日聖徒

イエス ・キリス ト教会の会員として確認さ

れ，地上における神の王国の一員 となりま

した。バプテスマは非常に神聖な神権の儀

式であり，よく日の光栄の王国へ入る門で

あると言われます。神権の儀式はすべて「約

束の聖 きみたま」により承認されなければ

なりません。ただし， この承認は主の戒め

を守らなければ得られず， もし罪を犯せば，

失われてしまうものです。 しかし，慈悲深

い主は，私たちすべてに悔い改めの原則を

与えてくださいました。間違いを犯してし

まったときは，バプテスマ会で歌った賛美

歌の歌詞のとおりに，冠を受けるにふさわ

しくなれるよう悔い改めなくてはなりませ

ん。また，私たちは聖餐を受けることによ

り，バプテスマの誓約を新たにします。 も

し自分の間違いを心から悔い改めるならば，

救い主の蹟いの犠牲を通して，罪が清めら

れ，新たな出発をすることができます。で

すから聖餐式は，単なる行事 としてではな

く，自分自身を清めるための過程 として考

えなければならない重要なものなのです。

3人 は確認の儀式で聖霊を授かり，罪を

犯さない限 りいつも聖霊を伴侶とすること

ができるという祝福を受けました。彼 らに

福音の原則が真実であるという証を得させ

たのも，このみたまの力でした。神から与

えられたこの賜 は，地上のいかなる宝より

も貴重なものです。

バプテスマ会が終わると，3人 の新しい

会員は権能ある人によってアロン神権を授

けられ，祭司の職に聖任されました。アロ

ン神権は備えの神権であって，メルケゼデ

ク神権を受け，永遠の生命を目指して進む

前に受ける神権です。その後，聖典を勉強

し，祈 り，教会指導者から召された責任を

果たすことによって自分がふさわしいこと

を証明し，バプテスマの誓約を忠実に守る

ならば，メルケゼデク神権の長老の職に聖

任 されます。

バプテスマを受けた若い19歳 の水兵の

心には，清 く美しい女性を探し，やがて神

殿で結婚 し，現世おぷび来世にわたる結び

固めを受けようという気持ちがわいてきま

した。また，結婚 しているふたりは，妻に

福音を伝え，やがてバプテスマと確認の儀

式，そして聖霊を受けられるように，毒に

準備 をさせようと思い立ちました。そのよ

うな準備ができると，それぞれの夫婦は，

忠実である限 り，主の宮居でしか受けられ

ないメルケゼデク神権の完全な祝福にあず

かることができます。永遠にわたる夫婦や

親子の結び固めの祝福はそのひとつです。

神殿で受けるこのような祝福は，日の光栄

の王国へ昇栄するための第一歩に過ぎませ

ん。こうして，もし忠実であるならば，家

族 はひとつとなって永遠に共に住み，天父

の光栄に共にあずかることができるのです。

夫婦の結び固めを受けると，永遠の生命

が得られるという保証を得たと思い込む人

がいますが， これは誤 りです。永遠の生命

を得るためには，神の戒めを忠実に守り，

終わりまで耐 え忍ばなくてはなりません。

主はこのように言っておられます。「およそ

忠実にしてわが今語れる二つの神権を得，
しか

而してその天よりの召を全力を尽して遂行

する者たちは，『みたま』により聖められて

・・わが父のもてるすべて 〔を〕……与え

らるべし。」(教義 と聖約84：33，38)

召 しを全力を尽 くして遂行する人 とは，

神の王国を建設するために協力する人です。

また，権能ある人々から与えられた教会の

責任を受け，勤勉に，最善を尽 くしてその

責任を果たす人です。同じ信仰の道を歩む

友 として私たちに仲間入りした3人 に，こ

う申しあげたいと思います。「岩の多いこの

世の危険な浅瀬を無事に航海し，永遠の生
いかり

命 という港へ錨を下 ろして ください。」

聖徒 の道/1989年4月 号
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チ ャー チ ニ ュー ズ

新伝道部長のこ紹介
●任期を終える伝道部長

モーリス･R･ステレット(日本神戸伝道部)

シゲキ･モリヤマ(日 本大阪伝道部)

'

磯

■匠漕ぬ.ご ∴驚
＼

へ

,

日本神戸伝道部 ダグラス･松森

ダ惚攣騨駅聾嚇墾議斯餓欝璽要鯨
支部長,副 支部長,長 老定員会会長,ス テーキ部宣教師,ソ ル トレーク宣教師訓練所講師

な どを歴任 している。 また,1966年 か ら1969年 までは,日 本で専任宣教師 として伝道 して

い る。1976年 ハ ーバー ド大学 において,法 学博士の学位 を取得 し,弁 護士の職 に就 いてい

た。ユタ州 ソル トレー クシティー出身で,両 親 は トム･カ ツミ･松 森 とキョウコ･サ カノ

である。 ミチコ･バ ー ジニア･佐 藤姉妹 と結婚 し,5人 の子供 に恵 まれている。

松森姉妹 は召しを受 けた とき,初 等協会副会長 を務 めていた。 これ まで扶助協会副会長,

扶 助協会教師な どを歴任 し,初 等協会では指揮者 として働 いた こともある。 日本での伝道
たつ い

の経験 もある。姉妹は,カ ル フォルニア州サ ンフランシスコ出身で両親は佐藤龍猪 と平西

登美子である。

.鋤
､･

､

憎

＼識
塵

響
鞠

'叡

日本大阪伝道部 西原里志

原里志伝道部長(37歳)。 召しを受 けた ときはステーキ部長 を務 めてお り,広 島ステ

西 一キ部五 日市 ワー ド部 に所属 していた。 これまで副伝道部長,支 部長,副 地方部長,
イ ンスティテ.ユー ト指導主事 などを歴任 している。また,1973年 か ら1975年 まで は,日 本

東伝道部 で専任宣教師 として伝道 している。広島県出身で;両 親は西原良男(前 東京神殿
つ の じ

副神殿長)と 津野地キクノである。田中則子姉妹 と結婚 し,5人 の子供 に恵 まれている。

西原姉妹 は召 しを受 けた とき,ワ ー ド部扶助協会の副会長を務めていた。 これ まで若い

女性会長,日 曜学校教師な どを歴任 している。 また1973年 か ら1975年 まで兄弟 と同 じく日

本東伝道部 で伝道 している。姉妹 は熊本県出身で,両 親 は田中藤市 と村上紀美代である。

銀難を神聖なものにレで 繍

東京東ステーキ部･ス テーキ部長 赤松成次郎

神
崎ステーキ部長が地区代表に召され

たことを知らされたのは今年の1月

でした。私は,そ れまで彼を通して与えら

れた数多くの教えに対 し,主 への感謝の思

いを新たにするとともに,次 にどなたがス

テーキ部長に召されても,そ の方の指導に

従って,生 のみ業に働 き務めていこうと決

心しました。

数週間が過 ぎ,ス テーキ部大会の日を迎

えました。2月4日 土曜日に,私 は十二使

徒定員会会員のダリン･H･オ ークス長老

から面接を受けるようにとの連絡をいただ

き,小 岩のステーキ部センターに向かいま

した。
ら

オークス長老の面接を受け,自 分がステ

ーキ部長に召されたことを告げられたとき

は本当に驚き,身 が引き締まる思いがしま

した。 しかし,私 の長所 も短所もすべてご

存じの主から与えられた召しであることを

承知していましたので,つ つしんで引き受

娩
塗
鵬

･鱗

鰹

●赤松ご家族 。(左 から道成兄弟,敏 成兄弟,美

和姉妹,義 成兄弟,美 緒姉妹,奥 様の孝子姉

妹,赤 松 ステーキ部長)

けさせていただ くことにしました。

思えば私 と家族はこれまで主の導 きと助

けによって生かされてきました。

2ロ ー加 レ
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